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ささようなら… そして、ありがとさようなら… そして、ありがとうう

上富良野町立東中中学上富良野町立東中中学校校
平成26年度 町政・教育行政執行方平成26年度 町政・教育行政執行方針針
町長と語ろう町長と語ろう！！ ～日の出住民会、草分住民会～日の出住民会、草分住民会～～

東中地区にしかない魅力を探る東中地区にしかない魅力を探る！！
人事異人事異動動
新連載開始！新連載開始！「「本日は…本日は…晴れ晴れ時々時々くもりくもり一時一時雨」雨」

主な内主な内容容
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67年の歴史に幕67年の歴史に幕……

上上富良野町立東中中学上富良野町立東中中学校校

さようならさようなら……
そして、ありがとそして、ありがとうう

地域の発展を支え、地域とともに歩んできた学び舎の

灯りが、この上富良野からまた一つ消えました。開校か

ら67年の歴史を刻み続け、送り出した2,080人の卒業生の

中にはおじいちゃん、おばあちゃんから孫の代までの３

世代が学んだ家庭も少なくない東中中学校。去る２月16

日には閉校式典と閉校惜別会が、３月15日にはとうとう

最後のセレモニーとなった第67回卒業式が行われ、67年

にわたる歴史に幕が下ろされました。

今月は惜別の思いを込め、３月31日をもって閉校した

東中中学校を特集してお伝えします。

昭
和

年
度2223242526293137404243525859606162

沿

革

・
上
富
良
野
中
学
校
東
中
分
校
と
し
て
上

富
良
野
小
学
校
で
開
校
式（
５
月
30
日
）

・
翌
日
か
ら
東
中
小
学
校
で
授
業
開
始（
3

学
級
137
人
）

・
現
在
地
が
分
校
地
と
し
て
決
定

・
第
１
期
工
事
と
し
て
教
室
、
職
員
室
な
ど

が
12
月
に
竣
工
し
、
3
学
期
か
ら
使
用

・
東
中
中
学
校
と
し
て
独
立
認
可
さ
れ
、
独

立
記
念
式

・
第
2
期
工
事
と
し
て
教
室
竣
工

・
町
制
施
行
で
「
上
富
良
野
町
立
東
中
中
学

校
」
に
校
名
変
更（
６
学
級
204
人
）

・
校
歌
を
制
定

・
同
窓
会
よ
り
校
旗
寄
贈

・
体
育
館
新
築
落
成（
６
学
級
218
人
）

・
特
別
教
室
、
宿
直
室
な
ど
が
竣
工

・
温
床
ク
ラ
ブ
活
動
開
始

（
花
い
っ
ぱ
い
運
動
）

・
開
校
20
周
年
記
念
式
典

・
応
援
歌
・
生
徒
会
歌
制
定

・
校
舎
新
築
竣
工（
現
校
舎
）

・
開
校
30
周
年
・
校
舎
落
成
記
念
式
典

・
清
流
獅
子
舞
保
存
会
発
足

・
走
り
高
跳
び
全
道
大
会
出
場

・
講
堂
改
築
落
成
式

・
清
流
獅
子
舞

上
富
良
野
町
教
育
委
員

会
文
化
奨
励
賞
受
賞

・
全
道
陸
上
出
場

・
走
り
高
跳
び
全
道
大
会
出
場

・
開
校
40
周
年
記
念
式
・
祝
賀
会

・
稲
作
体
験
学
習
開
始

東中中学校の沿東中中学校の沿革革（閉校記念誌より抜粋（閉校記念誌より抜粋））

※部活動の成績は主に全道大会以上を掲載しています

特特集集
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平
成

年
度４5８９101115161718202122232425

沿

革

・
清
流
獅
子
舞

道
民
芸
術
祭
に
参
加

・
テ
ニ
ス

全
道
大
会
出
場

・
テ
ニ
ス
富
良
野
地
区
大
会

団
体
・
個
人

8
連
勝
、
全
道
大
会
出
場

・
管
内
イ
ン
ド
ア
テ
ニ
ス
大
会
個
人
3
位

で
全
道
大
会
出
場

・
開
校
50
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会

・
イ
ン
ド
ア
テ
ニ
ス
全
道
大
会
出
場

・
イ
ン
ド
ア
テ
ニ
ス
全
道
大
会
出
場

・
イ
ン
ド
ア
テ
ニ
ス

男
女
各
2
ペ
ア
全

道
大
会
出
場

・
女
子
テ
ニ
ス
部

中
体
連
富
良
野
地
区

大
会
団
体
15
連
勝

・
全
道
イ
ン
ド
ア
テ
ニ
ス
大
会

男
子
個

人
ベ
ス
ト
８

・
清
流
獅
子
舞
保
存
・
継
承
活
動
で
上
川
管

内
教
育
実
践
表
彰
受
賞

・
全
道
イ
ン
ド
ア
テ
ニ
ス
大
会

女
子
１

ペ
ア
出
場

・
全
道
イ
ン
ド
ア
テ
ニ
ス
大
会

女
子
３

ペ
ア
出
場

・
テ
ニ
ス
中
体
連
全
道
大
会

男
子
個
人

出
場
、
女
子
個
人
ベ
ス
ト
８

・
全
道
イ
ン
ド
ア
テ
ニ
ス
大
会

男
子
１

ペ
ア
、
女
子
１
ペ
ア
出
場

・
北
海
道
学
生
書
道
展

表
彰
校

・
北
北
海
道
学
生
書
道
展

学
校
奨
励
賞

・
開
校
60
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会

・
全
道
イ
ン
ド
ア
テ
ニ
ス
大
会

女
子
２

ペ
ア
出
場

・
全
道
イ
ン
ド
ア
テ
ニ
ス
大
会

女
子
個

人
戦
ベ
ス
ト
８

・
清
流
獅
子
舞
保
存
会

上
富
良
野
町
文

化
賞
受
賞

・
閉
校
式
典
、
惜
別
会

・
3
月
31
日
を
も
っ
て
閉
校

໾໾
ࢷࢷ
৆৆
ങങ

2
月
16
日
午
前

16

10
時
か
ら
行
わ
れ
た
式
典

に
は
、
地
域
の
方
々
を
は
じ
め
同
窓
生
、
今

ま
で
勤
務
し
た
教
職
員
な
ど
の
関
係
者
315
人

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸
に
参
列
。

向
山
町
長
か
ら
は
式
辞
の
中
で
「
故
郷
へ

の
熱
い
思
い
を
抱
き
、
固
い
絆
で
結
ば
れ
て

地
域
と
一
体
と
な
っ
て
歩
ん
で
き
た
東
中
中

学
校
。
時
代
の
す
う
勢
と
は
い
え
、
閉
校
と

い
う
苦
渋
の
決
断
を
し
た
地
域
に
敬
意
を
表

す
る
。
体
験
学
習
や
郷
土
芸
能
、
ス
ポ
ー
ツ

活
動
、
特
に
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
で
は
数
々
の
輝

か
し
い
功
績
を
残
す
な
ど
、
素
直
で
積
極
的

に
何
事
に
も
取
り
組
む
生
徒
た
ち
の
姿
勢
は

地
域
、
教
職
員
の
皆
さ
ん
の
熱
心
な
教
育
の

た
ま
も
の
」
と
学
校
を
支
え
て
き
た
方
々
へ

の
感
謝
の
言
葉
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

東
中
中
学
校
最
後
の
校
長
と
な
っ
た
須
賀

美
都
江
先
生
は
「
地
域
に
根
差
し
た
特
色
あ

る
教
育
活
動
の
伝
統
を
守
ろ
う
と
す
る
生
徒

と
教
職
員
の
や
る
気
、
保
護
者
、
地
域
、
青

年
団
の
力
強
い
応
援
が
あ
り
、
郷
土
愛
に
燃

え
る
人
々
の
熱
い
思
い
を
感
じ
な
が
ら
教
育

実
践
で
き
た
こ
と
は
教
師
冥
利（
み
ょ
う
り
）

に
尽
き
る
。
東
中
中
学
校
で
過
ご
し
た
す
べ

て
の
時
間
と
記
憶
が
、
本
校
に
か
か
わ
る
す

べ
て
の
人
た
ち
の
胸
に
残
さ
れ
、
語
り
継
が

れ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
」
と
、
今
ま
で

の
中
学
校
の
歩
み
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

式
典
の
途
中
に
は
東
中
小
学
校
児
童
に
よ

る
元
気
あ
ふ
れ
る
「
東
中
ソ
ー
ラ
ン
」
と

代
々
、
先
輩
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
「
東
中

清
流
獅
子
舞
」
が
在
校
生
と
卒
業
生
に
よ
り

披
露
さ
れ
、
式
典
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

生
徒
を
代
表
し
、
生
徒
会
長
の
谷
口
賢
矢

さ
ん
は
閉
校
を
控
え
た
こ
の
１
年
間
を
振
り

返
り
「
地
域
の
大
切
さ
、
仲
間
の
大
切
さ
を

感
じ
た
１
年
。
最
後
の
卒
業
生
と
し
て
、
笑

顔
で
『
あ
り
が
と
う
』
と
言
え
る
よ
う
な
最

高
の
終
わ
り
に
す
る
た
め
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も

あ
っ
た
が
、
地
域
の
方
が
一
緒
に
喜
び
、
楽

し
ん
で
協
力
し
て
く
れ
た
。
閉
校
は
悲
し
い

け
れ
ど
、
勇
気
を
持
っ
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト

ラ
イ
ン
に
立
つ
こ
と
を
、
皆
さ
ん
の
前
で
約

束
し
ま
す
」
と
力
強
く
宣
言
。

最
後
に
参
列
者
全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
、

閉
式
と
な
り
ま
し
た
。

上
富
良
野
町
立
東
中
中
学
校
校

上
富
良
野
町
立
東
中
中
学
校
校
歌歌

作
詞

青
地

作
詞

青
地

繋繋

作
曲

斉
藤

学

作
曲

斉
藤

学
児児

一

朝
夕
の
空
に

し
ず
け
き
十
勝
岳

一

朝
夕
の
空
に

し
ず
け
き
十
勝
岳
のの

孤
高
の
峰
を

標
と
仰

孤
高
の
峰
を

標
と
仰
ぎぎ

恩
師
の
訓
え

み
親
の
諭

恩
師
の
訓
え

み
親
の
諭
しし

学
び
つ
と
め
て

た
ゆ
ま
じ
我

学
び
つ
と
め
て

た
ゆ
ま
じ
我
等等

希
望
の
鐘
を

今
撞
き
鳴
ら

希
望
の
鐘
を

今
撞
き
鳴
ら
しし

い
ざ
や
讃
え
ん

我
が
母

い
ざ
や
讃
え
ん

我
が
母
校校

二

新
樹
の
み
ど
り

校
舎
に
映
え

二

新
樹
の
み
ど
り

校
舎
に
映
え
てて

校
庭
ひ
ろ
き

沃
野
の
風

校
庭
ひ
ろ
き

沃
野
の
風
にに

は
ず
め
る
手
足

き
ほ
え
る

は
ず
め
る
手
足

き
ほ
え
る
心心

溌
剌
き
た
え

伸
び
ゆ
く
我

溌
剌
き
た
え

伸
び
ゆ
く
我
等等

清
新
の
鐘
を

今
撞
き
鳴
ら

清
新
の
鐘
を

今
撞
き
鳴
ら
しし

い
ざ
や
讃
え
ん

我
が
母

い
ざ
や
讃
え
ん

我
が
母
校校

三

校
旗
に
誓
い

巣
立
ん
朝

三

校
旗
に
誓
い

巣
立
ん
朝
のの

空
に
希
望
の

陽
は
輝
け

空
に
希
望
の

陽
は
輝
け
りり

眉
根
正
し
く

明
日
を
み
つ

眉
根
正
し
く

明
日
を
み
つ
めめ

誠
の
道
を

進
ま
ん
我

誠
の
道
を

進
ま
ん
我
等等

黎
明
の
鐘
を

今
撞
き
鳴
ら

黎
明
の
鐘
を

今
撞
き
鳴
ら
しし

い
ざ
や
讃
え
ん

我
が
母

い
ざ
や
讃
え
ん

我
が
母
校校

問合せ 教育振興課学校教育班 拶盈6699
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式
典
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た
惜
別
会
。
閉

校
事
業
実
行
委
員
会
の
髙
松
克
年
会
長
は
主

催
者
を
代
表
し
て
の
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
旭

川
市
に
移
り
住
み
、
定
年
退
職
後
に
末
期
が

ん
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
、
あ
る
卒
業
生

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
ま
し
た
。

「
彼
は
最
期
に
行
き
た
い
所
は
な
い
か
と
聞

か
れ
『
東
中
の
十
勝
岳
の
見
え
る
所
と
母
校

の
東
中
中
学
校
を
見
た
い
』
と
…
。
12
月
12

24

日
、
東
中
に
来
た
彼
は
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
の

上
で
、
ピ
ー
ス
を
し
て
母
校
と
写
真
に
収
ま

り
ま
し
た
。
冬
休
み
で
誰
も
い
な
い
学
校

で
、
彼
は
何
を
見
て
、
何
を
思
っ
て
い
た
の

か
…
。
そ
し
て
翌
25
日
、
た
く
さ
ん
の
思
い

出
と
と
も
に
亡
く
な
り
ま
し
た
」
と
涙
な
が

ら
に
語
り
、「
次
の
時
代
に
私
た
ち
が
何
を

残
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
今
後
の
校
舎
の

利
用
方
法
も
含
め
て
一
緒
に
考
え
て
ほ
し

い
。
そ
し
て
新
し
い
『
絆
』
を
つ
く
り
出
し

た
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

「
農
協
も
な
く
な
り
、
中
学
校
も
な
く
な

る
。
よ
り
ど
こ
ろ
が
な
く
な
る
ね
ぇ
…
」
と

の
寂
し
い
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
が
、
席
に
は

食
事
も
用
意
さ
れ
、
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
仲

間
た
ち
と
カ
メ
ラ
に
収
ま
る
光
景
も
あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
見
ら
れ
た
ほ
か
、
在
校
生
か
ら
先

生
や
保
護
者
へ
の
感
謝
の
言
葉
や
、
今
ま
で

の
歩
み
を
記
し
た
ビ
デ
オ
も
上
映
さ
れ
、
会

場
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の
「
卒
業
生
た

ち
」
の
た
く
さ
ん
の
楽
し
い
思
い
出
と
、
惜

別
の
思
い
が
交
錯
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

໾໾
ࢷࢷ
୙୙
༆༆
ٛٛ

「

（
次
の
ス

テ
ー
ジ
を
創
造
し
よ
う
）～
東
中
中
の
そ
の

先
へ
～
」
と
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
が
掲
げ
ら
れ

た
、
中
学
校
最
後
の
行
事
と
な
る
第
67
回
卒

業
式
が
３
月
15
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
「
受
験
勉
強
、
行
事
、
そ
し
て

閉
校
と
大
変
な
一
年
だ
っ
た
と
思
う
が
、
決

し
て
弱
音
を
言
わ
ず
取
り
組
ん
で
い
た
姿
は

勇
気
と
感
動
を
与
え
て
く
れ
た
。
卒
業
お
め

で
と
う
、
そ
し
て
あ
り
が
と
う
」（
田
中
光

浩
P
T
A
会
長
）、「
こ
の
３
年
間
は
『
す
ご

い
ぞ
、
君
た
ち
』
の
連
続
で
し
た
。
5
人
は

東
中
地
域
全
員
の
期
待
に
応
え
て
く
れ
た
」

（
須
賀
校
長
）な
ど
、
生
徒
と
し
て
、
ま
た
地

域
の
一
員
と
し
て
頑
張
っ
て
き
た
卒
業
生
5

人
を
讃
え
る
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

授
与
さ
れ
た
卒
業
証
書
を
両
親
に
手
渡
し

た
り
、
在
校
生
が
い
な
い
た
め
東
中
小
学
校

の
児
童
か
ら
送
辞
が
贈
ら
れ
た
り
と
、
あ
た

た
か
い
雰
囲
気
で
式
典
は
進
行
。
一
人
ひ
と

り
が
行
っ
た
答
辞
で
は
地
域
の
方
々
、
先

生
、
両
親
、
そ
し
て
仲
間
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
と
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
抱
負
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
思
い
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

式
典
後
に
は
東
中
中
学
校
と
し
て
は
最
後

の
獅
子
舞
が
披
露
さ
れ
、
地
元
青
年
団
へ
の

獅
子
舞
の
引
き
継
ぎ
式
が
…
。「
み
ん
な
が

地
元
に
帰
っ
て
来
た
と
き
に
ま
た
で
き
る
よ

う
、
し
っ
か
り
と
守
っ
て
い
き
ま
す
」。
青

年
団
か
ら
の
熱
い
決
意
が
述
べ
ら
れ
、
中
学

校
最
後
の
行
事
が
終
わ
り
を
告
げ
ま
し
た
。
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３
月
31
日
を
も
っ
て
閉
校
と
な
っ
た
東
中

中
学
校
。
し
か
し
、
卒
業
生
の
中
で
新
た
な

動
き
が
芽
生
え
て
い
ま
し
た
。

思
い
出
深
い
母
校
の
歴
史
が
幕
を
閉
じ
る

知
ら
せ
を
受
け
、
旭
川
に
住
む
第
６
期（
昭

和
28
年
）卒
業
生
が
奇
数
月
の
第
一
水
曜
日

に
集
ま
り
、
親
交
を
深
め
る
「
東
中（
と
ん

ち
ゅ
う
＝
東
中
中
学
校
の
愛
称
）一
水
会
」

が
今
年
の
１
月
８
日
に
発
足
。
３
月
５
日
に

は
第
２
回
目
の
会
合
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
６
人
が
参
加
。
こ
の
中
で
た
だ

一
人
、
閉
校
式
典
に
参
加
し
た
高
橋
繁
夫
さ

ん
か
ら
式
典
の
様
子
が
伝
え
ら
れ
た
ほ
か
、

「
夏
に
は
、
み
ん
な
で
べ
べ
ル
イ
川
に
パ
ン

ツ
一
丁
で
飛
び
込
ん
だ
よ
ね
」

「
校
庭
の
土
手
か
ら
、
よ
く
山
を
眺
め
て

た
。
そ
の
時
の
写
真
は
今
で
も
持
っ
て
る
」

「
雪
が
降
る
前
に
は
小
学
４
年
生
以
上
は
全

員
、
近
く
の
山
に
石
炭
ス
ト
ー
ブ
の
た
き
付

け
用
の
ま
き
を
拾
い
に
行
っ
た
っ
け
…
」

ڠڠ
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「
中
学
生
の
こ
ろ
、
お
な
か
が
痛
く
な
っ
て

七
転
八
倒
し
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
の
と
き

に
来
て
く
れ
た
の
が
何
と
、
獣
医
さ
ん
だ
っ

た
ん
だ
よ（
笑
）。
馬
が
い
っ
ぱ
い
い
た
か

ら
、
獣
医
さ
ん
は
身
近
だ
っ
た
よ
ね
」

な
ど
な
ど
、
故
郷
で
の
懐
か
し
い
思
い
出
話

に
花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

「
気
候
が
良
く
な
っ
た
ら
、
み
ん
な
で
バ
ス

に
乗
っ
て
母
校
を
見
に
行
こ
う
よ
」

「
う
ん
、
行
こ
う
！
」

故
郷
の
東
中
を
離
れ
、
自
然
と
足
が
遠
の

い
て
し
ま
っ
た
母
校
。
今
後
の
校
舎
の
活
用

方
法
に
話
が
及
ぶ
と
、
そ
ん
な
声
が
上
が
り

ま
し
た
。
閉
校
式
典
の
席
上
で
配
ら
れ
た
案

内
チ
ラ
シ
に
は
、
こ
う
書
か
れ
て
い
ま
す
。

「
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
で
故
郷
を
離
れ
古
希
を

過
ぎ
た
今
も
、
ま
ぶ
た
に
浮
か
ぶ
懐
か
し
い

学
び
舎
、
そ
し
て
十
勝
連
山
の
雄
姿
。
閉
校

の
知
ら
せ
は
、
絆
が
外
さ
れ
た
よ
う
な
寂
し

く
辛
い
も
の
で
し
た
が
、
故
郷
が
輝
き
続
け

る
こ
と
を
願
い
、
楽
し
く
前
向
き
な
集
い
を

発
足
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
」

会
に
は
卒
業
生
の
ほ
か
、
教
職
員
な
ど
東

中
中
学
校
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
で
あ
れ
ば
ど

な
た
で
も
参
加
OK
。
連
絡
先
は
高
橋
繁
夫
さ

ん（
拶
０
１
６
６
‐
２
２
‐
２
１
５
８
）と
な
っ

て
い
ま
す
。
旭
川
近
郊
に
住
ん
で
い
る
家
族

や
親
類
な
ど
に
ぜ
ひ
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

残
念
な
が
ら
学
校
は
閉
校
と
な
り
ま
し
た

が
、
あ
の
校
舎
で
過
ご
し
た
思
い
出
の
日
々

は
、
卒
業
生
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
胸
の

中
で
永
遠
に
輝
き
続
け
ま
す
よ
う
に
…
。

笑顔で故郷の思い出を語り合う６人

特特特集集
さようなら… そしてありがとさようなら… そしてありがとうう

上富良野町立東中中学上富良野町立東中中学校校

思い出のアルバ思い出のアルバムム

最後の小・中学最後の小・中学校校合同運動会合同運動会

旧校舎の窓から旧校舎の窓から……

懐かしの旧校懐かしの旧校舎舎
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年
度

お
い
て
前
年
度
比
１
％
増
と
平
成
25
年
度

を
上
回
る
水
準
と
さ
れ
た
も
の
の
、
地
方
公

共
団
体
の
財
源
の
多
く
を
占
め
る
地
方
交
付

税
に
つ
い
て
は
同
１
％
減
と
さ
れ
て
お
り
、

大
変
厳
し
い
状
況
で
す
。

上
富
良
野
町
の
新
年
度
予
算
は
、
私
が
め

ざ
し
て
い
る
「
町
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
念
頭
に

こ
れ
ま
で
の
課
題
解
決
を
は
じ
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
事
業
実
施
に
は
優
先
順
位
な
ど
を
十
分

考
慮
す
る
と
と
も
に
、
今
後
見
込
ま
れ
る
財

政
需
要
に
対
す
る
財
源
確
保
の
状
況
も
注
視

し
な
が
ら
、
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

我
が
国
の
経
済
状
況
は
、
各
種
指
標
に
よ

る
と
景
気
は
緩
や
か
に
回
復
し
て
い
る
状
況

に
あ
り
ま
す
が
、
地
方
へ
は
い
ま
だ
及
ん
で

お
ら
ず
、
地
方
財
政
計
画
で
は
一
般
財
源
に

町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政
執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執
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方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方

町
政
執
行
方
針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針

町
民
共
有
の
願
い
で
あ
る
健
康
で
い
き
い

き
と
し
た
暮
ら
し
の
実
現
に
向
け
「
健
康
づ

く
り
推
進
の
ま
ち
」
宣
言
を
踏
ま
え
、
健
康

づ
く
り
活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
障
が
い

者
、
子
育
て
中
の
家
庭
な
ど
支
援
を
必
要
と

す
る
方
々
が
地
域
の
中
で
、
心
豊
か
に
安
心

し
て
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
本
年

度
ス
タ
ー
ト
の
第
２
次
地
域
福
祉
計
画
を

基
本
に
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
推
進
し
ま
す
。

農
畜
産
業
に
は
、
生
産
者
自
ら
が
取
り
組

む
地
元
消
費
者
な
ど
と
の
交
流
・
販
売
活
動

に
支
援
を
行
う
ほ
か
、
生
産
者
に
よ
る
直

売
、
一
次
生
産
品
を
加
工
・
商
品
化
す
る
動

き
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
の
取
り

組
み
が
広
が
り
、
安
定
し
た
経
営
に
つ
な
が

る
よ
う
高
付
加
価
値
化
へ
の
取
り
組
み
を
支

援
し
、
６
次
産
業
化
の
創
出
に
努
め
ま
す
。

第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
最
終
年
で

街
な
か
の
魅
力
ア
ッ
プ
と
新
た
な
賑
わ
い

づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
、
セ
ン
ト
ラ
ル
プ
ラ

ザ
横
の
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
に
テ
ン
ト

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
畜
産
業
・
商
工

業
の
後
継
者
確
保
と
育
成
は
大
き
な
課
題
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
後
継
者
や
担
い
手
に
対
す

る
奨
励
・
給
付
金
制
度
を
継
続
す
る
ほ
か
、

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
中
核
的
役
割
を
担

え
る
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
た
め
、
引
き
続
き

「
人
材
育
成
ア
カ
デ
ミ
ー
事
業
」
を
実
施
す

る
な
ど
、
地
域
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
担
い

手
育
成
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

型
の
常
設
イ
ベ
ン
ト
会
場
を
設
置
し
、
町
民

の
交
流
と
活
動
の
場
所
と
し
て
広
く
活
用
い

た
だ
く
こ
と
で
、
地
域
経
済
へ
の
波
及
が
図

ら
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

高
速
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
は
、
昨
年
11

月
か
ら
市
街
地
に
お
い
て
民
設
民
営
に
よ
る

固
定
系
光
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
ま
し
た

が
、
農
村
部
に
お
い
て
は
民
設
民
営
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
提
供
が
見
込
め
な
い
こ
と
か
ら
、

公
設
に
よ
る
固
定
系
高
速
無
線
を
利
用
し
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

自
治
基
本
条
例
に
つ
い
て
昨
年
度
、
町
民

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
委
員
会
か
ら
将
来
に
向
け
て
条
例
に

沿
っ
た
ま
ち
づ
く
り
が
行
わ
れ
る
よ
う
３
つ

の
提
言
を
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を

尊
重
し
つ
つ
、
今
後
も
「
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
着
実
に
推
進
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

第5ষ௙ْࣣࠗで̬ࠇた、ో଼したいȸ5つのくͣしȹ༆にࠇशしていま̳ȃ

向向山富夫町向山富夫町長長

安心して住み続けられるまちづくりに向け安心して住み続けられるまちづくりに向け……

人人
や
地
域
と
つ
な
が
り
の
あ
る

人
や
地
域
と
つ
な
が
り
の
あ
る
暮暮

ら
し
づ
く

ら
し
づ
く
りり

穏穏
や
か
に
安
心
し
て
過
ご
せ
る

穏
や
か
に
安
心
し
て
過
ご
せ
る
暮暮

ら
し
づ
く

ら
し
づ
く
りり

あ
る
本
年
度
は
介
護
予
防
、
重
度
化
予
防
に

重
点
を
置
い
て
取
り
組
む
ほ
か
、
団
塊
の
世

代
が
後
期
高
齢
を
迎
え
る
２
０
２
５
年
の
超

高
齢
社
会
を
見
据
え
、「
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
」
の
構
築
を
め
ざ
し
ま
す
。

ま
た
、
来
年
度
ス
タ
ー
ト
す
る
子
ど
も
・

子
育
て
新
制
度
に
向
け
条
例
制
定
を
進
め
、

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
を
策

定
し
て
町
の
考
え
方
を
示
し
ま
す
。

観
光
振
興
で
は
自
然
景
観
や
食
資
源
を
生

か
し
た
戦
略
的
な
取
り
組
み
が
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
の
大
き
な
柱
と
の
考
え
に
立

ち
、
観
光
事
業
者
だ
け
で
な
く
地
域
全
体
で

の
取
り
組
み
と
な
る
よ
う
、
異
業
種
間
の
連

携
を
進
め
る
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

快快
適
で
楽
し
く
潤
い
あ
る
暮
ら

快
適
で
楽
し
く
潤
い
あ
る
暮
ら
しし

づ
く
づ
く
りり

誇誇
り
と
責
任
・
役
割
を
分
か
ち

誇
り
と
責
任
・
役
割
を
分
か
ち
ああ

え
る
暮
ら
し
づ
く

え
る
暮
ら
し
づ
く
りり

地地
域
の
宝
を
守
り
・
育
み
・
活

地
域
の
宝
を
守
り
・
育
み
・
活
用用

で
き
る
暮
ら
し
づ
く

で
き
る
暮
ら
し
づ
く
りり

春耕の風春耕の風景景
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教
育
行
政
執
行
方
針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針

服服部久和教育服部久和教育長長

少
子
高
齢
化
や
高
度
情
報
化
、
価
値
観
の

多
様
化
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
な
ど
に

よ
り
教
育
に
対
す
る
課
題
や
ニ
ー
ズ
が
多
様

化
し
て
い
る
中
、「
人
と
人
と
の
支
え
合

い
」
や
「
優
し
く
人
を
思
い
や
る
心
」
な
ど

は
教
育
が
め
ざ
す
原
点
と
考
え
て
お
り
、
幼

児
か
ら
高
齢
者
ま
で
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応

じ
た
学
習
機
会
を
提
供
し
、
一
人
ひ
と
り
が

自
ら
進
ん
で
学
ぶ
こ
と
に
生
き
が
い
や
喜
び

を
感
じ
、「
笑
顔
」
が
あ
ふ
れ
る
教
育
行
政

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

そ
の
た
め
、
町
民
憲
章
を
踏
ま
え
、「
上
富

良
野
町
教
育
振
興
基
本
計
画
」「
教
育
目
標
」

を
基
本
と
し
、
十
勝
岳
の
自
然
豊
か
な
地
域

素
材
や
人
材
を
生
か
し
、
家
庭
・
学
校
・
地

域
が
連
携
し
「
次
代
を
担
う
豊
か
な
人
づ
く

り
」
に
努
め
ま
す
。

平
成
21
年
度
か
ら
施
行
し
て
い
る
「
上
富

良
野
町
教
育
振
興
基
本
計
画
」
10
か
年
の
折

り
返
し
で
あ
り
、「
夢
ひ
ろ
げ
、
た
く
ま
し

く
未
来
を
切
り
拓
く
児
童
生
徒
の
育
成
」
を

基
本
方
針
に
「
確
か
な
学
力
と
豊
か
な
心
や

た
く
ま
し
い
体
の
育
成
」「
開
か
れ
信
頼
さ

れ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進
」「
人
間
力
を
磨

く
教
師
の
育
成
」「
教
育
条
件
整
備
の
充

実
」
の
目
標
実
現
に
向
か
っ
て
一
層
の
深
化

充
実
を
図
り
、
学
校
教
育
を
進
め
ま
す
。

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
で
は
小
学
校

は
全
道
平
均
を
上
回
り
、
中
学
校
は
全
国
平

均
よ
り
高
い
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
各
科

目
で
基
本
的
な
「
知
識
」
の
問
題
が
、
実
生

活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
「
活
用
」
す
る
問

題
よ
り
も
平
均
正
答
率
が
低
い
傾
向
が
見
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
基
礎
的
な
知
識

や
技
能
、
学
び
方
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う

授
業
力
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

児
童
・
生
徒
の
指
導
な
ど
で
は
、
い
じ
め

や
不
登
校
、
虐
待
、
自
殺
、
体
罰
な
ど
の
問

題
が
後
を
絶
た
な
い
現
状
が
あ
り
ま
す
が
、

本
町
に
お
い
て
は
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
努

力
と
連
携
協
力
に
よ
っ
て
問
題
は
少
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
児
童
生
徒
な

ど
が
発
す
る
危
険
信
号
を
見
逃
さ
な
い
よ
う

早
期
発
見
や
未
然
防
止
に
努
め
ま
す
。

特
認
校
と
し
て
教
科
指
導
と
連
動
し
た
体

験
活
動
の
教
育
を
推
進
し
て
き
た
江
幌
小
学

校
が
平
成
27
年
３
月
を
も
っ
て

27

104
年
に
わ
た

る
歴
史
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
り
、
校
舎
な
ど

の
跡
利
用
に
つ
い
て
、
地
域
や
関
係
機
関
の

意
見
を
伺
い
な
が
ら
検
討
を
進
め
ま
す
。

町
民
一
人
ひ
と
り
に
生
涯
に
わ
た
っ
て
自

主
的
に
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
「
豊
か
な
心
と

健
や
か
な
体
を
育
み
、
潤
い
あ
る
地
域
づ
く

り
を
め
ざ
す
生
涯
学
習
」
を
推
進
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
平
成
26
年
度
か
ら
の
第
８
次

社
会
教
育
中
期
計
画
に
基
づ
き
国
・
北
海
道

の
施
策
と
も
連
携
し
、
家
庭
・
学
校
・
地
域

社
会
の
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
教
育
機
能
の
充
実

や
連
携
・
融
合
を
進
め
ま
す
。

家
庭
教
育
に
つ
い
て
は
、
明
る
く
安
心
し

て
子
育
て
を
進
め
ら
れ
る
家
庭
環
境
づ
く
り

を
め
ざ
し
、
講
演
会
や
研
修
会
の
拡
充
を
は

じ
め
、
地
域
の
教
育
力
も
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
な
が
ら
そ
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
放
課
後
の
「
よ
り
安
全
で

安
心
な
居
場
所
づ
く
り
事
業
」
と
し
て
放
課

後
ス
ク
ー
ル
と
放
課
後
ク
ラ
ブ
を
引
き
続
き

運
営
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
協
力
に
よ
り

実
施
し
て
い
る
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
の
活
動
を
通
じ
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か

に
育
つ
環
境
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

成
人
女
性
対
象
の
「
女
性
学
級
」、
高
齢
者

対
象
の
「
い
し
ず
え
大
学
」
を
引
き
続
き
開

設
し
、
生
き
が
い
づ
く
り
と
社
会
参
加
の
促

進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
成
人
者
や
高
齢
者

が
培
っ
た
知
識
や
技
能
を
学
習
・
体
験
活
動

に
生
か
す
な
ど
、
学
び
合
い
、
支
え
合
う
人

づ
く
り
・
町
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

心
に
安
ら
ぎ
と
潤
い
、
心
の
豊
か
さ
を
も

た
ら
す
文
化
活
動
の
振
興
と
し
て
、
優
れ
た

芸
術
・
芸
能
・
文
化
に
触
れ
る
機
会
、
活
動

に
参
加
す
る
機
会
の
充
実
を
図
り
、
町
民
の

文
化
芸
術
に
か
か
る
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
で
は
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

や
各
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
と
も
に
各
種
ス
ポ
ー

ツ
大
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、
地
域
や
各
関
係

団
体
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
指
導
者
へ
の

支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
の
競

技
力
向
上
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
自
主
的

な
活
動
の
支
援
に
も
努
め
ま
す
。

「「笑顔」があふれる教育行政に取り組む「笑顔」があふれる教育行政に取り組む……

学
校
教
育
の
推

学
校
教
育
の
推
進進

社
会
教
育
の
推

社
会
教
育
の
推
進進

天体観望天体観望会会



で
、
今
後
の
動
向
に
よ
っ
て
は
施
設
整
備
を

積
極
的
に
考
え
ま
す
。

司
町
長

私
も
３
年
前
ま
で
は
町
を
訪
れ
る

人
に
向
け
て
町
の
Ｐ
Ｒ
を
で
き
る
よ
う
、
見

晴
台
公
園
に
拠
点
を
置
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
し
た
。
ど
こ
か
に
「
あ
れ
ば
い
い
」
で
は

な
く
効
果
的
な
場
所
に
な
け
れ
ば
十
分
に
機

能
が
果
た
せ
ず
、
農
産
物
は
冬
季
の
収
穫
が

な
い
た
め
、
夏
場
に
集
客
を
得
ら
れ
る
場
所

に
施
設
を
置
く
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

今
後
、
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
高
規
格
道
路
の

整
備
計
画
な
ど
を
見
極
め
、
情
報
発
信
の
機

能
も
含
め
て
施
設
整
備
の
考
え
方
を
示
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

酸
日
の
出
住
民
会

町
の
予
算
に
余
裕
が
あ

れ
ば
で
す
が
、
日
の
出
の
基
線
道
路
と
北
２７

号
西
道
路
の
辺
り
に
安
全
に
散
歩
で
き
る
周

回
路
が
あ
れ
ば
い
い
で
す
ね
。
自
分
が
高
齢

者
に
な
っ
て
、
健
康
の
た
め
に
そ
の
よ
う
な

場
所
が
必
要
だ
な
と
感
じ
て
き
ま
し
た
。

司
町
長

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
富
良
野
川
の

堤
防
を
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に
し
て
ほ
し

い
と
い
う
意
見
も
あ
り
、
健
康
づ
く
り
の
手

段
と
し
て
大
切
な
こ
と
で
す
の
で
、
必
要
な

整
備
は
今
後
も
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
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22
月月
2266
日日

日
の
出
住
民

日
の
出
住
民
会会

日日
の
出
公
園
の
活
用
は

日
の
出
公
園
の
活
用
は
？？

地
場
産
品
販
売
で
町
を
元
気

地
場
産
品
販
売
で
町
を
元
気
にに

地
区
周
辺
の
川
の
管
理

地
区
周
辺
の
川
の
管
理
をを

ウウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
増

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
増
進進

日日のの出住民出住民会会
草 分住民草 分住民会会

町
内
の
グ
ル
ー
プ
・
団
体
・
町
内
会

な
ど
が
町
長
と
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を

語
り
合
う
「
町
長
と
語
ろ
う
」。

２
月
26
日
に
日
の
出
住
民
会
の

26

24

人
、
28
日
に
は
草
分
住
民
会
の

28

17
人
が

農
業
や
農
村
部
を
取
り
巻
く
問
題
を

は
じ
め
、
上
富
良
野
町
の
特
産
物
を
町

内
外
へ
ど
の
よ
う
に
P
R
し
て
い
く

か
な
ど
を
町
長
と
熱
心
に
語
り
合
い

ま
し
た
。

の
事
案
が
急
を
要
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
１
年
で
も
早
ま
る
よ
う
に
担
当
へ
指
示

し
、
事
業
を
行
う
北
海
道
に
も
早
期
に
実
施

す
る
よ
う
要
望
し
て
い
ま
す
。

酸
日
の
出
住
民
会

避
難
場
所
で
あ
る
日
東

会
館
の
近
く
は
河
川
の
は
ん
ら
ん
な
ど
で
被

害
が
発
生
す
る
場
所
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
日
の
出
公
園
を
複
合
的
な
避
難
施
設
と

し
て
使
え
る
よ
う
に
で
き
な
い
で
し
ょ
う

か
？

高
台
な
の
で
安
全
だ
し
、
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
も
降
り
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
く
れ
れ
ば

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

姿
林
町
民
生
活
課
長

総
務
課
と
協
議
の
う

え
、
検
討
課
題
と
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

酸
日
の
出
住
民
会

道
の
駅
が
あ
れ
ば
、
地

場
産
品
の
販
売
促
進
が
で
き
る
の
で
は
？

姿
辻
産
業
振
興
課
長

町
で
は
販
売
所
に
つ

い
て
、
地
場
産
品
の
販
売
だ
け
で
な
く
人
が

集
ま
る
場
、
地
域
の
情
報
発
信
の
場
と
し
て

も
関
心
を
持
っ
て
い
ま
す
。
昨
今
、
農
家
の

方
の
地
元
農
産
物
を
使
っ
た
特
産
品
の
開
発

や
直
売
も
町
内
で
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
の

酸
日
の
出
住
民
会

日
の
出
公
園
の
利
活
用

は
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
？

展
望
台
ま
で

上
が
る
の
に
ス
キ
ー
リ
フ
ト
の
活
用
や
道
路

整
備
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
？

司
町
長

町
で
は
、
日
の
出
公
園
を
以
前
の

よ
う
に
ラ
ベ
ン
ダ
ー
が
咲
き
誇
る
公
園
と
し

て
皆
さ
ん
に
満
足
し
て
も
ら
う
た
め
、
３
年

か
け
て
株
の
植
え
替
え
を
行
い
ま
し
た
。

近
年
で
は
、
足
が
不
自
由
な
高
齢
者
へ
の

対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
車
で
展
望
台
に

上
が
れ
る
よ
う
、
早
期
に
道
路
を
整
備
し
よ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。
ス
キ
ー
リ
フ
ト
に
つ

い
て
は
股
に
挟
む
タ
イ
プ
か
ら
腰
か
け
タ
イ

プ
へ
の
変
更
を
望
む
声
も
あ
り
ま
す
が
、
更

新
す
る
に
は
非
常
に
大
き
な
投
資
を
伴
う
た

め
難
し
い
状
況
で
す
。
し
か
し
、「
観
光
」

は
町
の
産
業
振
興
の
中
で
優
先
度
が
高
い
も

の
で
す
か
ら
、
日
の
出
公
園
整
備
は
す
ば
ら

し
い
も
の
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

酸
日
の
出
住
民
会

キ
ャ
ン
プ
場
周
辺
の
用

水
路
が
、
大
雨
が
降
る
と
一
帯
に
は
ん
ら
ん

し
、
平
成
23
年
の
洪
水
に
は
ア
パ
ー
ト
の
土

台
が
削
ら
れ
た
り
、
床
下
浸
水
も
あ
っ
た
。

以
前
か
ら
役
場
に
対
応
を
依
頼
し
て
い
ま
す

が
、
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
？

姿
北
向
建
設
水
道
課
長

災
害
が
発
生
し
、

町
長
の
指
示
で
改
修
の
た
め
動
い
て
い
ま
し

た
が
、
町
の
財
政
が
苦
し
く
、
国
や
北
海
道

の
補
助
事
業
を
検
討
し
て
き
た
と
こ
ろ
、
平

成
２６
年
に
調
査
の
め
ど
が
立
ち
ま
し
た
。

司
町
長

優
先
順
位
的
に
は
、
日
の
出
地
区



峨 広報かみふらの２０１４.4

町町町長長とと語語ろろうう!!

農農
地
を
守
る
た
め

農
地
を
守
る
た
め
にに

22
月月
2288
日日

草
分
住
民

草
分
住
民
会会

今
回
の
意
見
交
換
を
通
じ
て
、
向
山
町
長

か
ら
「
も
っ
と
こ
の
よ
う
な
機
会
を
設
け

て
、
直
接
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
伺
い
た
い
」

と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
直
接
町
政
に
反

映
で
き
る
貴
重
な
機
会
で
す
の
で
、
こ
の
事

業
を
積
極
的
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

問
合
せ

町
民
生
活
課
自
治
推
進
班

拶
盈
6
9
8
5

農農
産
物
に
付
加
価
値

農
産
物
に
付
加
価
値
をを

ＴＴ
Ｐ
Ｐ
問
題
を
知
っ
て
も
ら
お

Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
を
知
っ
て
も
ら
お
うう

自自
治
会
活
動
へ
の
支
援
は

自
治
会
活
動
へ
の
支
援
は
？？

菜
を
買
う
こ
と
が
な
か
な
か
で
き
な
い
し
、

町
を
通
り
か
か
っ
た
人
が
豚
サ
ガ
リ
な
ど
の

地
元
の
名
産
品
を
簡
単
に
買
え
る
よ
う
な
施

設
が
あ
れ
ば
や
っ
ぱ
り
便
利
だ
と
思
う
。
６

次
産
業
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
、
見
晴
台
公
園
に
野
菜
な
ど
の
特
産
品
を

も
っ
と
置
け
ば
い
い
Ｐ
Ｒ
に
な
る
の
で
、
力

を
入
れ
て
ほ
し
い
で
す
。
農
家
と
し
て
も
、

経
営
形
態
の
選
択
肢
が
増
え
る
こ
と
に
も
な

り
ま
す
。

司
町
長

町
は
「
健
康
づ
く
り
の
ま
ち
」
宣

言
を
し
て
１
日
350
ｇ
野
菜
を
食
べ
よ
う
と
勧

め
て
い
ま
す
が
、
特
産
品
で
も
あ
る
野
菜
の

消
費
が
ど
う
も
少
な
く
、
町
民
の
皆
さ
ん
か

ら
は
「
地
元
産
の
野
菜
が
手
に
入
ら
な
い
」

と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
い
ま
す
。

特
に
、
冬
季
の
農
産
物
の
生
産
は
難
し

く
、
保
存
を
含
め
て
通
年
供
給
で
き
る
仕
組

み
が
あ
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
今
年

度
、
セ
ン
ト
ラ
ル
プ
ラ
ザ
横
の
公
園
に
常
設

テ
ン
ト
を
設
け
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
集
え

る
拠
点
づ
く
り
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

酸
草
分
住
民
会

Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
で
、
農
業
に

携
わ
っ
て
い
る
私
た
ち
に
は
情
報
が
入
っ
て

き
ま
す
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
が
浅
く

感
じ
ま
す
。「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
悪
い
こ
と
」
と
強

調
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
良
い
部
分
、
悪
い
部

分
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
知
ら
せ
て
ほ
し
い

で
す
。

司
町
長

町
で
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
反
対
し
て
い
ま

す
が
、
農
家
以
外
の
方
は
実
際
は
ど
う
い
う

も
の
か
理
解
さ
れ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

町
の
将
来
を
守
る
た
め
に
も
町
民
の
皆
さ
ん

に
知
ら
せ
る
こ
と
は
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
適
切
な
時
期
に
広
報
で
き
る
よ
う

に
調
整
し
て
い
き
ま
す
。

酸
草
分
住
民
会

70
歳
代
が
多
く
お
り
、
健

康
の
た
め
に
住
民
会
で
「
ふ
ま
ね
っ
と
運

動
」
を
取
り
入
れ
よ
う
と
７
人
が
指
導
者
研

修
を
受
け
ま
し
た
。
必
要
な
用
具
を
準
備
す

る
た
め
、
町
で
援
助
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん

か
？

姿
林
町
民
生
活
課
長

平
成
１９
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
る
自
治
活
動
奨
励
補
助
が
利
用
で

き
ま
す
。
ほ
か
の
自
治
会
で
も
利
用
し
て
ふ

ま
ね
っ
と
用
品
や
会
館
の
い
す
な
ど
を
購
入

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

酸
草
分
住
民
会

草
分
地
区
の
河
川
内
の
立

木
、
土
砂
上
げ
に
つ
い
て
で
す
が
、
北
28
号

仲
道
路
は
狭
い
と
こ
ろ
も
あ
り
側
溝
に
車
が

落
ち
た
り
、
除
雪
で
砂
利
な
ど
が
入
り
側
溝

の
掃
除
も
大
変
。
付
近
の
畑
の
表
土
も
流
入

し
て
き
て
し
ま
う
の
で
、
何
と
か
対
処
は
で

き
な
い
で
し
ょ
う
か
？

姿
北
向
建
設
水
道
課
長

側
溝
の
土
砂
上
げ

に
つ
い
て
は
優
先
順
位
が
高
い
も
の
か
ら
整

備
し
ま
す
が
、
整
備
を
し
て
も
す
ぐ
土
砂
で

埋
ま
る
個
所
も
あ
る
の
で
、
畑
か
ら
の
流
出

に
つ
い
て
も
、
併
せ
て
対
策
を
考
え
ま
す
。

司
町
長

ほ
か
の
地
域
で
は
、
中
山
間
地
域

等
直
接
支
払
制
度
を
活
用
し
て
土
の
流
出
の

問
題
を
食
い
止
め
た
実
例
も
あ
り
ま
す
。
町

で
は
事
業
費
を
準
備
し
、
お
互
い
に
協
力
し

な
が
ら
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

必
要
な
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

酸
草
分
住
民
会

上
富
良
野
も
美
瑛
の
よ
う

に
道
の
駅
を
つ
く
り
、
特
産
品
と
町
全
体
を

ア
ピ
ー
ル
で
き
た
ら
と
思
う
。
今
の
ま
ま
で

は
物
足
り
な
い
で
す
よ
ね
。

司
町
長

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
町
の
特
産
品

を
扱
っ
た
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
が
あ
れ
ば
い

い
と
い
う
声
を
お
聞
き
し
ま
す
。
私
も
そ
の

よ
う
な
場
所
で
販
売
し
、「
農
産
物
に
付
加

価
値
を
つ
け
て
産
業
の
活
性
化
を
図
る
」
こ

と
は
重
要
な
課
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
施
設
を
つ
く
る
こ
と
は
可
能
で
す

が
、
将
来
も
安
定
し
た
活
用
に
は
見
極
め
が

重
要
で
す
。

酸
草
分
住
民
会

地
元
の
人
で
も
地
元
の
野
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東東中地区にしかな東中地区にしかないい
魅力を探る魅力を探る！！

住んでよし訪れてよしの観光地域づくり事住んでよし訪れてよしの観光地域づくり事業業

観光庁の「住んでよし 訪れてよし」の観光地域づくり手法の調査検
討事業に町内の東中地区が選ばれ、一般町民を対象に昨年11月27日と
12月18日の２回にわたりワークショップを開催。３月８日にはモデル
ルートをめぐるモニターツアーが行われました。町内の他地区とは違っ
た、東中ならではの魅力を再発見する取り組みを取材しました。

観
光
庁
が
進
め
る
「
住
ん
で
よ
し
」
の
観

光
地
域
づ
く
り
事
業
は
、
従
来
の
観
光
ス
タ

イ
ル
と
は
違
い
、
自
分
た
ち
が
住
む
地
域
に

誇
り
を
持
っ
て
暮
ら
す
人
々
と
観
光
客
が
触

れ
合
い
、
そ
の
地
域
の
時
間
の
流
れ
や
空
気

感
の
中
に
身
を
置
く
こ
と
で
ま
た
訪
れ
た
く

な
る
、
そ
ん
な
好
循
環
を
生
む
「
滞
在
交
流

型
観
光
」
の
こ
と
。

と
は
い
え
、
東
中
か
ら
眺
め
る
十
勝
岳
連

峰
、
一
面
に
広
が
る
水
田
や
玉
ね
ぎ
畑
、
冬

の
雪
原
な
ど
は
、
地
元
の
人
に
と
っ
て
は
ご

く
ご
く
当
た
り
前
の
見
慣
れ
た
光
景
。

第
１
回
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
講
師

の
観
光
専
門
家

坂
元
英
俊
さ
ん
か
ら
「
自

分
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
る
場
で
ど
れ
だ
け

『
良
い
』
と
思
え
る
も
の
を
持
っ
て
い
る
か
、

ど
う
し
て
『
良
い
』
と
思
う
の
か
、
そ
の
理

由
を
自
分
で
理
解
し
て
認
識
し
、
訪
れ
る
人

に
伝
え
る
こ
と
が
重
要
。
地
域
の
観
光
資
源

を
活
用
し
な
い
の
は
、
資
源
が
地
域
に
存
在

東中地区でラベンダー
栽培が始まった当時を語
る太田信夫さん

第２回目のワークショップの様第２回目のワークショップの様子子

し
な
い
の
と
同
じ
」
と

の
話
が
あ
り
、
第
２
回

目
に
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
形
式
で
東
中
の
持
つ

魅
力
に
つ
い
て
の
洗
い

出
し
が
行
わ
れ
、
出
さ

れ
た
内
容
に
「
今
ま
で

東
中
に
は
何
も
な
い
と

思
っ
て
い
た
が
、
希
望

が
持
て
た
」
と
の
意
見

も
聞
か
れ
ま
し
た
。

おいしい食材、美しい風景、そして笑顔の人たおいしい食材、美しい風景、そして笑顔の人たちち

３
月
８
日
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
。
ま
ず
は

地
元
農
家

岩
田
浩
志
さ
ん
の
越
冬
キ
ャ
ベ

ツ
試
食
で
ス
タ
ー
ト
。
雪
の
下
で
寝
か
せ
る

こ
と
で
み
ず
み
ず
し
く
な
り
、
糖
度
も
上
が

る
そ
う
で
、
参
加
者
は
ち
ぎ
っ
て
食
べ
な
が

ら
「
甘
い
っ
！
」「
う
ま
い
っ
！
」
を
連
発
。

次
に
東
中
神
社
へ
向
か
い
、
東
中
地
区
の

住
民
会
長
で
も
あ
る
髙
松
克
年
さ
ん
の
解
説

を
聞
い
て
、
開
拓
か
ら
ま
だ
華
や
か
だ
っ
た

こ
ろ
の
東
中
の
歴
史
に
触
れ
た
一
行
は
「
ラ

ベ
ン
ダ
ー
発
祥
の
地
」
記
念
碑
へ
。

東
中
地
区
は
昭
和
23
年
に
富
良
野
地
方
で

初
め
て
ラ
ベ
ン
ダ
ー
栽
培
を
始
め
た
真
の

「
発
祥
の
地
」。
記
念
碑
を
前
に
、
当
時
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
ラ
ベ
ン
ダ
ー
を
栽
培
し

続
け
て
い
る
太
田
信
夫
さ
ん
か
ら
語
ら
れ
る

苦
労
話
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

昼
食
は
フ
ァ
ー
ム
レ
ス
ト
ラ
ン
「
あ
ぜ
道

よ
り
道
」
で
、
試
食
し
た
甘
～
い
越
冬
キ
ャ

ベ
ツ
を
は
じ
め
東
中
産
の
野
菜
が
た
～
っ
ぷ

り
入
っ
た
ポ
ト
フ
。
数
量
限
定
で
す
ぐ
に
完

売
し
て
し
ま
う
人
気
メ
ニ
ュ
ー
だ
け
あ
っ

て
、
素
材
の
味
が
引
き
立
つ
逸
品
で
す
！

満
腹
に
な
っ
た
後
は
少
し
運
動
。
N
P
O

法
人
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
野
山
人
の
ス
タ
ッ

フ
に
よ
る
ガ
イ
ド
で
多
田
農
園
近
く
の
べ
べ

ル
イ
川
の
ほ
と
り
を
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
履

い
て
小
一
時
間
散
策
。
時
に
は
ア
カ
ゲ
ラ
や

天
然
記
念
物
の
オ
ジ
ロ
ワ
シ
も
顔
を
の
ぞ
か

せ
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
、
川
の
せ
せ
ら
ぎ

を
聞
き
な
が
ら
、
陽
気
に
誘
わ
れ
芽
吹
い
て

き
た
木
々
に
春
を
感
じ
る
小
旅
行
で
す
。

体
を
動
か
し
た
後
は
や
っ
ぱ
り
お
や
つ
！

多
田
農
園
内
に
あ
る
フ
ァ
ー
ム
カ
フ
ェ
「
イ

ル
ベ
ー
ベ
」
で
ふ
か
し
た
て
ア
ツ
ア
ツ
の
野

菜
ま
ん
を
、
入
れ
た
て
の
に
ん
じ
ん
茶
と
一

緒
に
い
た
だ
き
ま
す
。
い
ず
れ
も
同
農
園
の

手
づ
く
り
で
、
東
中
と
い
う
土
地
の
空
気
感

そ
の
ま
ま
の
や
さ
し
い
味
で
し
た
。

「
『
東
中
』
の
冬
を
満
喫
す
る
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
」
と
題
さ
れ
た
今
回
の
ツ
ア
ー
。
東

中
地
区
在
住
の
参
加
者
か
ら
は
「
東
中
に
い

な
が
ら
何
に
も
知
ら
な
か
っ
た
」
「
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
、
見
慣

れ
た
風
景
が
特
別
な
風
景
に
見
え
て
き

た
」、
地
区
外
の
方
か
ら
は
「
人
の
『
顔
』

が
よ
く
見
え
る
ツ
ア
ー
で
楽
し
か
っ
た
」
な

ど
、
好
意
的
な
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
観
光
客
の
受
け
入
れ
態
勢
の
整

備
や
季
節
に
応
じ
た
ル
ー
ト
の
掘
り
起
こ
し

な
ど
の
検
討
を
重
ね
、
新
た
な
観
光
客
誘
致

へ
の
可
能
性
を
模
索
し
ま
す
。

地元産野菜たっぷりのポトフ

春の息吹を感じる小旅行

あつあつの野菜まん♪

豊かな水と肥沃な大地に育まれた、この故郷に誇りを持って豊かな水と肥沃な大地に育まれた、この故郷に誇りを持って……

地
域
を
愛
し
、
誇
り
に
思
う
こ
と

地
域
を
愛
し
、
誇
り
に
思
う
こ
と
がが

地
域
の
魅
力
を
ア
ッ
プ
す

地
域
の
魅
力
を
ア
ッ
プ
す
るる

こ
ん
な
に
あ
る
ぞ

こ
ん
な
に
あ
る
ぞ
！！

東
中
の
「

東
中
の
「
おお
・・
たた
・・
のの
・・
しし
・・
み
」
み
」

問合問合せせ かみふらの十勝岳観光協会かみふらの十勝岳観光協会 拶拶盈盈31503150
産業振興課商工観光班産業振興課商工観光班 拶拶盈盈698３698３
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上
富
良
野
中
学
校

胸
転
入（
4
月
１
日
付
）

▽
教
頭

富
永
浩
司（
中
川
町
立
中
川
中
学

校
）▽
坂
東
浩
行（
旭
川
市
立
永
山
南
中
学
校
）

▽
桑
原
恵（
富
良
野
市
立
布
礼
別
中
学
校
）▽

橋
本
め
ぐ
み（
旭
川
市
立
明
星
中
学
校
）

胸
転
出（
３
月
３１
日
付
）

▽
教
頭

鈴
木
薫（
美
瑛
町
立
明
徳
小
中
学

校
校
長
）▽
島
田
建
一
郎（
旭
川
市
立
北
都
中

学
校
）▽
三
谷
拓
矢（
南
富
良
野
町
立
南
富
良

野
中
学
校
）▽
髙
木
志
磨
人（
旭
川
市
立
春
光

台
中
学
校
）▽
間
野
修
平（
旭
川
市
立
北
星
中

学
校
）

東
中
中
学
校

胸
転
出（
３
月
３１
日
付
）

▽
青
木
利
香（
富
良
野
市
立
鳥
沼
小
学
校
）▽

田
中
秀
平（
旭
川
市
立
神
居
中
学
校
）▽
山
崎

裕
志（
剣
淵
町
立
剣
淵
中
学
校
）▽
櫻
庭
絢
香

（
富
良
野
市
立
富
良
野
西
中
学
校
）

総
務
課
総
務
班

拶
盈
6
4
0
0

町
職
員
人
事
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
管
理
職
・
新
規
採
用（
４
月
1
日
付
）と
退

職（
３
月
31
日
付
）の
み
掲
載
で
す
。

▽
保
健
福
祉
課
子
ど
も
・
子
育
て
担
当
課
長

兼
臨
時
給
付
金
担
当

吉
岡
雅
彦（
北
海
道

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
派
遣
）▽
建
設

水
道
課
長

佐
藤
清（
総
務
課
基
地
調
整
室

長
）▽
農
業
委
員
会
事
務
局
長

北
越
克
彦

（
建
設
水
道
課
上
下
水
道
班
主
幹
）▽
総
務
課

基
地
調
整
室
長

眞
鍋
一
洋（
町
民
生
活
課

収
納
対
策
担
当
主
幹
兼
税
務
班
主
幹
）▽
町

民
生
活
課
収
納
対
策
担
当
主
幹
兼
税
務
班
主

幹
兼
臨
時
給
付
金
担
当

斉
藤
繁（
会
計
課

主
査
）▽
保
健
福
祉
課
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
施

設
長

吉
田
泰
子（
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
主
査
）

▽
産
業
振
興
課
農
業
振
興
班
主
幹

菊
地
敏

（
農
業
振
興
班
主
査
）▽
建
設
水
道
課
上
下
水

道
班
主
幹

安
川
伸
治（
上
下
水
道
班
主
査
）

▽
総
務
課
付
主
幹

坂
弥
雅
彦（
農
業
委
員

会
事
務
局
長
）

消
防
本
部
・
消
防
署
人
事

富
良
野
広
域
連
合
消
防
本
部拶

盈
１
１
１
９

富
良
野
広
域
連
合
消
防
本
部
と
上
富
良
野

消
防
署
の
人
事
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

消
防
本
部

▽
消
防
本
部
予
防
課
長

丸
山
伸
一（
中
富

良
野
支
署
長
）

上
富
良
野
消
防
署

胸
新
規
採
用

胸
退
職

▽
北
向
一
博（
建
設
水
道
課
長
）▽
加
藤
文
敬

（
保
健
福
祉
課
食
育
推
進
担
当
主
幹
）▽
高
松

一
江（
保
健
福
祉
課
中
央
保
育
所
施
設
長
）▽

長
谷
山
利
惠
子（
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ
調
理

主
査
）▽
西
尾
美
和
子（
町
立
病
院
准
看
護

胸
新
規
採
用

教
育
振
興
課
学
校
教
育
班

拶
盈
6
6
9
9

教
職
員
人
事
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

上
富
良
野
小
学
校

胸
転
入（
4
月
１
日
付
）

▽
松
本
由
紀（
旭
川
市
立
向
陵
小
学
校
）▽
山

田
顕
次（
旭
川
市
立
高
台
小
学
校
）▽
相
馬
靖

（
旭
川
市
立
東
光
小
学
校
）▽
中
田
祐
二（
美

瑛
町
立
美
瑛
小
学
校
）▽
松
岡
政
哉（
旭
川
市

立
永
山
西
小
学
校
）▽
松
村
由
貴（
旭
川
市
立

神
居
東
小
学
校
）▽
事
務
職
員

唐
島
仁（
東

神
楽
町
立
東
神
楽
小
学
校
）

胸
転
出（
３
月
３１
日
付
）

▽
宮
越
留
美
子（
美
瑛
町
立
美
瑛
東
小
学
校
）

▽
才
川
美
香（
旭
川
市
立
神
居
小
学
校
）▽
郡

健
二
郎（
旭
川
市
立
新
富
小
学
校
）▽
事
務
職

員

長
谷
川
薫（
東
神
楽
町
立
忠
栄
小
学
校
）

胸
退
職

▽
佐
々
木
剛

上
富
良
野
西
小
学
校

胸
転
入（
4
月
１
日
付
）

▽
教
頭

川
村
寿
典（
中
富
良
野
町
立
旭
中

小
学
校
）▽
鵜
野
聖
志（
旭
川
市
立
旭
川
第
五

小
学
校
）▽
今
出
優（
占
冠
村
立
占
冠
中
学

校
）▽
宮
野
輝
男（
剣
淵
町
立
剣
淵
小
学
校
）

胸
転
出（
３
月
３１
日
付
）

▽
教
頭

中
村
庄
二（
名
寄
市
立
東
風
連
小
学

校
校
長
）▽
瀬
波
俊
直（
美
瑛
町
立
美
瑛
東
小

学
校
）▽
佐
野
智
美（
旭
川
市
立
永
山
小
学
校
）

東
中
小
学
校

胸
転
入（
４
月
１
日
付
）

▽
教
頭

相
馬
美
智
枝（
鷹
栖
町
立
北
野
小

学
校
教
諭
）▽
石
前
真
司（
中
富
良
野
町
立
中

富
良
野
小
学
校
）▽
森
田
久
美（
旭
川
市
立
知

新
小
学
校
）

胸
転
出（
３
月
３１
日
付
）

▽
教
頭

山
口
真
希（
旭
川
市
立
大
有
小
学

校
）

江
幌
小
学
校

胸
転
出（
３
月
３１
日
付
）

▽
教
頭

加
藤
聖（
美
瑛
町
立
美
馬
牛
小
学

校
）▽
稲
本
雄
一（
枝
幸
郡
枝
幸
町
立
岡
島
小

学
校
教
頭
）▽
養
護
教
諭

橋
本
一
葉（
旭
川

市
立
緑
が
丘
小
学
校
）▽
事
務
職
員

田
中

邦
彦（
旭
川
市
立
東
光
小
学
校
）

町
職
員
人
事

人
事
異
動

師
）▽
佐
藤
佳
菜
子（
建
設
水
道
課
建
設
班
主

任
）▽
笹
谷
麻
衣
子（
町
立
病
院
看
護
師
）▽

森
本
美
里（
町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班
主
事
）

▽
上
富
良
野
消
防

署
指
導
係

富
田
恭
平

教
職
員
人
事

（
写
真
上
段
左
か
ら
）▽
建
設
水
道
課

島
田

久
、
杉
本
貴
史
▽
教
育
振
興
課

田
中
智
博

（
下
段
左

か
ら
）
▽

産
業
振
興

課

菊
地

翔
太
▽
保

健
福
祉
課

栄
養
士

小
栁
綾
子

▽
町
民
生

活
課

鈴

木
佑
果
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満
足
度
を
高
め
る
接
し
方

を
学
ぶ

お
も
て
な
し
塾

３/７

今
年
度
第
２
回
目
と
な
る
観
光
お
も
て
な

し
向
上
塾
が
、
消
防
署
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
観
光
客
の
満
足
度
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る

応
対
を
実
践
的
に
学
ぶ
」
と
題
さ
れ
た
講
座

に
は
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は
じ
め
観
光

に
携
わ
る
業
種
の
方
た
ち
が
参
加
。

講
師
の
野
寺
代
表
か
ら
は
「
人
は
相
手
の

非
言
語
の
部
分
か
ら
イ
メ
ー
ジ
を
拾
う
も

の
。
笑
顔
だ
っ
た
り
、
声
の
ト
ー
ン
だ
っ
た

り
、
言
葉
の
プ
ラ
ス
α
の
部
分
が
重
要
。
そ

し
て
相
手
に
満
足
し
て
も
ら
う
に
は
、
ま
ず

相
手
を
よ
く
見
て
判
断
し
、
相
手
に
合
わ
せ

る
こ
と
。
自
分
を
押
し
付
け
て
は
ダ
メ
」
と

の
基
本
的
な
心
構
え
の
ほ
か
、
実
際
の
接
客

の
場
面
に
合
わ
せ
た
言
葉
遣
い
や
応
対
方
法

な
ど
の
注
意
点
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

RainbowCustomerSatisfactionAdvisorOffice
の野寺菜穂子代表が実践的なポイントを紹介

北
海
道
大
学
の
岡
田
弘
名
誉
教
授
を
講
師

に
迎
え
、「
最
近
活
発
な
世
界
の
火
山
噴
火

と
十
勝
岳
の
備
え
」
を
テ
ー
マ
に
保
健
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー
か
み
ん
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

岡
田
名
誉
教
授
は
近
年
、
噴
火
し
た
国
内

外
の
火
山
の
事
例
で
の
課
題
の
ほ
か
、
１
９

８
８
年
の
十
勝
岳
噴
火
の
報
道
を
検
証
し
、

時
系
列
で
ど
の
よ
う
な
流
れ
が
あ
っ
た
の
か

を
掘
り
下
げ
る
こ
と
で
今
後
の
教
訓
と
す
る

自
ら
の
研
究
な
ど
を
紹
介
。「
行
政
、
住
民
、

科
学
者
の
協
働
に
よ
り
防
災
体
制
を
い
ち
早

く
築
い
て
き
た
の
が
上
富
良
野
町
と
美
瑛

町
。
今
後
も
、
現
場
で
何
が
起
き
て
い
る
の

か
関
係
機
関
が
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
大

切
」
と
話
し
、
来
た
る
べ
き
十
勝
岳
噴
火
へ

の
備
え
の
重
要
性
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

来
る
べ
き
日
に
備
え
を

防
災
講
演
会

３/１４

十勝岳噴火の映像を前に語る岡田弘名誉教授

興
農
社
が
旭
川
し
ん
き
ん

産
業
振
興
奨
励
賞
を
受
賞

３/１３

一新したパッケージ。左が春名正義取締役

新
た
な
技
術
や
商
品
な
ど
の
開
発
に
よ

り
、
地
域
経
済
・
産
業
の
発
展
に
貢
献
し
た

企
業
や
個
人
を
表
彰
す
る
「
旭
川
し
ん
き
ん

産
業
振
興
奨
励
賞
」
の
表
彰
式
が
、
旭
川
信

用
金
庫
本
店
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

旭
川
・
富
良
野
地
区
を
対
象
に（
一
財
）旭

川
し
ん
き
ん
地
域
振
興
基
金
が
行
っ
て
い
る

も
の
で
、
応
募
の
あ
っ
た
12
点
の
中
か
ら
町

内
静
修
地
区
の（
有
）興
農
社（
春
名
正
義
取

締
役
）が
奨
励
賞
を
受
賞
。
企
業
や
地
域
と

連
携
し
上
富
良
野
産
の
希
少
小
麦
「
は
る
ゆ

た
か
」
を
使
っ
た
パ
ス
タ
や
う
ど
ん
、
ラ
ー

メ
ン
な
ど
の
自
社
製
品
開
発
に
先
進
的
に
取

り
組
ん
だ
姿
勢
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

同
社
で
は
旭
川
の
デ
ザ
イ
ン
会
社
と
連
携

し
既
存
製
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
一
新
。
新
た

な
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
め
ざ
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
の
一
環
と
し
て
、
N

P
O
法
人
生
命
の
貯
蓄
体
操
普
及
会
道
北
総

支
部
の
工
藤
晴
美
支
部
長
を
講
師
に
、
社
会

教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
体
操
で
重
要
と
さ
れ
る
の
は
呼
吸

法
。
へ
そ
の
下
を
意
識
し
、
深
く
息
を
吸
い

吐
く
だ
け
で
血
流
が
よ
く
な
り
、
む
く
み
や

冷
え
を
改
善
し
て
自
律
神
経
を
整
え
る
ほ

か
、
一
緒
に
行
う
ス
ト
レ
ッ
チ
で
体
の
関
節

の
ゆ
が
み
や
筋
肉
を
ほ
ぐ
す
た
め
、
膝
や
腰

の
痛
み
を
軽
減
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

参
加
者
は
畳
の
上
に
座
り
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
た
表
情
で
ス
ト
レ
ッ
チ
や
簡
単
な
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

呼
吸
法
と
ス
ト
レ
ッ
チ
で

元
気
に
生
命
の
貯
蓄
体
操

３/１３

深く呼吸をしながら、無理せずストレッチ

毎
週
、
月
・
木
曜
日
の
13
時
か
ら
同
会
場

で
教
室
が
開
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、
健
康
の

た
め
に
始
め
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
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過
ぎ
ゆ
く
冬
を
惜
し
み
つ

つ
…

か
ん
じ
き
ツ
ア
ー

３/２２

前
日
に
降
り
積
も
っ
た
雪
の
中
を
歩
く
参
加
者

下
は
小
学
生
、
上
は
79
歳
ま
で
が
参
加
し

て
、
か
ん
じ
き
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

コ
ー
ス
は
白
銀
荘
を
出
発
し
て
三
段
山
の

中
腹
に
あ
る
通
称
「
二
段
目
」
ま
で
登

り
、
白
銀
荘
に
戻
っ
て
く
る
約
４
㎞
。

当
日
は
曇
天
で
雪
は
降
ら
な
か
っ
た

も
の
の
、
前
日
に
降
り
積
も
っ
た
雪
は

ま
だ
粉
雪
状
態
！

参
加
し
た
子
ど
も

た
ち
は
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
は
い
た
ま
ま

新
雪
の
上
を
競
争
し
た
り
、
雪
の
中
に

倒
れ
込
ん
だ
り
と
元
気
い
っ
ぱ
い
。
春

の
足
音
が
近
づ
い
て
き
た
ふ
も
と
と
は

違
っ
た
、
山
の
中
の
「
冬
」
の
銀
世
界

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

白
銀
荘
に
戻
っ
た
一
行
は
教
育
委
員
会
の

職
員
手
作
り
、
身
も
心
も
温
ま
る
ス
ペ
シ
ャ

ル
豚
汁
で
空
腹
を
満
た
し
た
後
、
温
泉
に
浸

か
っ
て
の
ん
び
り
と
雪
見
風
呂
。
過
ぎ
ゆ
く

季
節
を
惜
し
ん
で
い
る
よ
う
で
し
た
。

温
泉
と
雪
遊
び
を
満
喫
！

白
銀
荘
で
湯
喜
ま
つ
り

３/２3

第
12
回
湯
喜
ま
つ
り
が
、
吹
上
温
泉
保
養

セ
ン
タ
ー
白
銀
荘
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

日
の
入
館
料
が
半
額
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

ま
だ
雪
深
い
山
の
温
泉
を
楽
し
み
に
480
人
が

来
館
し
ま
し
た
。

館
内
で
は
甘
酒
の
無
料
配
布
や
豪
華
賞
品

の
当
た
る
く
じ
、
大
正
琴
な
ど
で
盛
り
上
が

り
、
外
の
キ
ャ
ン
プ
場
で
は
チ
ュ
ー
ブ
滑
り

や
ス
ノ
ー
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
、
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ

ル
体
験
も
。
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
が
子
ど

も
を
そ
り
に
乗
せ
て
走
る
親
子
ボ
ブ
ス
レ
ー

大
会
で
は
、
子
ど
も
に
急
か
さ
れ
て
焦
る
あ

ま
り
、
や
わ
ら
か
い
雪
に
足
を
取
ら
れ
て
転

倒
す
る
お
父
さ
ん
も
お
り
、
冷
た
い
雪
が
吹

き
つ
け
る
中
、
会
場
は
笑
い
や
歓
声
に
包
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

親子ボブスレー大会では転倒者続出！

新
1
年
生
を
事
故
か
ら
守

る
交
通
安
全
グ
ッ
ズ
贈
呈

３/３１

楽
し
く
汗
を
か
こ
う
！

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室

３/２7

障
が
い
者
12
人
が
参
加
し
て
、
保
健
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー
か
み
ん
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

回
す
人
と
飛
ぶ
人
、
交
代
し
な
が
ら
の
縄

跳
び
や
、
足
で
ボ
ー
ル
を
挟
み
隣
の
人
に
送

る
リ
レ
ー
で
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

障
が
い
を
持
つ
方
の
外
出
の
機
会
を
増
や

し
、
健
康
促
進
を
目
的
に
今
年
度
は
10
回
開

催
し
、
こ
の
日
が
今
年
度
の
最
終
回
。
終
了

後
に
は
「
楽
し
い
っ
！

次
は
い
つ
や
る

の
？
」
と
弾
ん
だ
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

講
師
で
シ
ン
コ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
三
浦
恵
理

健
康
運
動
指
導
士
は
「
体
調
に
も
よ
り
ま
す

が
、
回
数
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
で
き
る
運
動

が
増
え
て
楽
し
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
の
調
子
で
運
動
を
続
け
て
ほ
し
い
」
と
参

加
者
の
変
化
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

足を上げてボールリレー。腹筋がいた~い

商工会女性部（上段）からは交通安全マス
コットが、生活安全推進協議会（下段）か
らはランドセルカバーが贈呈されました

商
工
会
女
性
部
と
生
活
安
全
推
進
協
議
会

が
新
入
学
児
童
へ
贈
る
交
通
安
全
グ
ッ
ズ
を

製
作
し
、
町
教
育
委
員

会
と
町
内
の
小
学
校
に

贈
呈
し
ま
し
た
。

商
工
会
女
性
部
か
ら

は
３
月
２４
日
に
交
通
安

全
を
願
い
手
作
り
し
た

日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
の
人
気
キ
ャ
ラ
Ｂ
・

Ｂ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
が
服

部
教
育
長
へ
、
生
活
安

全
推
進
協
議
会
か
ら
は

運
転
者
が
児
童
を
見
つ

け
や
す
い
よ
う
蛍
光
色
の
生
地
に
町
の
ご
当

地
キ
ャ
ラ
「
ら
べ
と
ん
」
が
描
か
れ
た
ラ
ン

ド
セ
ル
カ
バ
ー
が
31
日
、
上
富
良
野
小
と
上

富
良
野
西
小
の
校
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
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やっぱやっぱりり今日今日もも
あしたあしたもも
あさってあさってもも このまちこのまちがが

好きだか好きだからら

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
い
う

か
つ
て
の
小
学
生（
!?
）も
い
る
そ
う
で
、

「
今
度
就
職
す
る
ん
だ
と
か
、
何
人
か
で
来

て
、
大
学
に
入
る
ん
だ
よ
っ
て
声
を
掛
け
て

く
れ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
そ
ん
な
と
き
は
こ

ん
な
に
大
き
く
な
っ
た
ん
だ
こ
の
子
た

ち
、
っ
て
あ
ら
た
め
て
思
い
ま
す
。
そ
し
て

『
や
っ
て
き
て
よ
か
っ
た
な
』
っ
て
、
や
り

が
い
を
感
じ
る
瞬
間
で
す
」（
田
中
さ
ん
）。

毎
日
顔
を
合
わ
せ
る
だ
け
に
、
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
は
と
て
も
身
近
な
存
在
。
立
っ

て
い
る
と
、
学
校
で
の
こ
と
や
家
庭
の
こ
と

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
話
が
飛
び
出
し
ま
す
。

「
昨
日
、
お
父
さ
ん
が
こ
う
だ
っ
た
よ
と

か
、
学
校
で
こ
ん
な
こ
と
を
し
た
よ
と
か
、

い
ろ
い
ろ
話
し
て
く
れ
ま
す
。『
こ
う
い
う

事
情
な
ん
だ
け
ど
、
ど
う
思
う
？
』
っ
て
聞

い
て
く
る
子
も
い
ま
す
よ
」（
田
中
さ
ん
）

「
『
い
つ
も
一
緒
の
あ
の
子
は
ど
う
し
た

の
？
』
っ
て
聞
い
た
ら
『
ち
ょ
っ
と
ト
ラ
ブ

ル
が
あ
っ
て
』
な
ん
て
…
。
子
ど
も
た
ち
な

り
に
、
い
ろ
い
ろ
な
事
情
が
あ
る
ん
だ
な
っ

て
思
い
ま
す
ね
」（
菅
野
さ
ん
）

４
月
を
迎
え
、
ぴ
っ
か
ぴ
っ
か
の
１
年
生

が
真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
て
、
親

か
ら
離
れ
、
自
分
た
ち
だ
け
で
登
校
す
る
季

節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

「
最
初
の
う
ち
は
緊
張
し
て
る
け
ど
、
日

に
ち
が
た
つ
に
つ
れ
て
バ
ァ
ー
っ
て
走
っ
て

道
路
に
飛
び
出
し
ち
ゃ
っ
た
り
、
私
た
ち
が

い
る
か
ら
安
全
だ
と
思
っ
て
左
右
を
確
認
し

な
か
っ
た
り
と
慣
れ
が
出
て
き
ま
す
。
そ
し

て
『
コ
ラ
ー
ッ
！

危
な
い
で
し
ょ
』
っ
て

私
た
ち
に
怒
鳴
ら
れ
る（
笑
）」（
菅
野
さ
ん
）

「
中
学
生
も
会
う
と
必
ず
あ
い
さ
つ
を
し

て
く
れ
る
し
、
小
学
生
の
と
き
に
『
横
断
歩

道
を
渡
る
と
き
は
必
ず
自
転
車
を
降
り
て
』

と
指
導
し
た
の
が
、
そ
の
ま
ま
守
ら
れ
て
い

て
感
心
し
ま
す
。
す
ご
い
こ
と
だ
し
、
い
い

こ
と
だ
な
っ
て
思
い
ま
す
」（
田
中
さ
ん
）

そ
の
反
面
、
大
人
の
自
転
車
の
マ
ナ
ー
の

悪
さ
に
注
意
す
る
こ
と
も
…
。「
学
校
の
近

く
だ
し
、
子
ど
も
た
ち
が
見
て
い
る
ん
だ
か

ら
ル
ー
ル
を
守
っ
て
よ
！
」「
ち
ょ
っ
と
急

い
で
る
か
ら
」。
子
ど
も
た
ち
の
手
本
と
な

る
べ
き
大
人
か
ら
、
こ
ん
な
答
え
が
返
っ
て

く
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

「
こ
ん
な
小
さ
な
１
年
生
だ
っ
た
子
が
、

卒
業
す
る
こ
ろ
に
は
ほ
ん
と
に
大
き
く
な
っ

て
…
。
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
る
と
う
れ

し
い
し
、
無
事
に
6
年
間
通
え
て
よ
か
っ
た

ね
っ
て
心
か
ら
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
み
ん

な
の
成
長
す
る
姿
に
元
気
を
も
ら
い
ま
す
」

「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」。
事
故
か
ら

命
を
守
る
指
導
は
、
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
。

登
校
時
に
は
月
～
金
曜
日
の
毎
日
、
下
校

時
に
は
月
・
水
・
金
曜
日
の
週
３
回
、
雨
の

日
も
風
の
日
も
、
そ
し
て
夏
の
暑
い
日
も
冬

の
雪
の
日
も
通
学
路
に
立
ち
、「
お
は
よ
う

ご
ざ
い
ま
す
」
と
声
を
掛
け
な
が
ら
子
ど
も

た
ち
を
見
守
る
2
人
。
本
来
は
週
3
回
の
勤

務
で
す
が
、
火
・
木
曜
日
の
朝
は
無
償
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
指
導
に
立
ち
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
緑
の
お
ば
さ
ん
」

の
愛
称
で
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
そ
う
で
す

が
、
菅
野
さ
ん
に
は
親
し
み
を
込
め
て
「
菅

（
か
ん
）ち
ゃ
ん
」
と
呼
ぶ
子
も
。

「
昔
か
ら
そ
う
呼
ば
れ
て
ま
す
。
こ
の
仕

事
を
始
め
た
と
き
小
学
生
だ
っ
た
子
に
、
今

で
は
小
学
校
２
～
3
年
生
の
子
ど
も
が
い
る

ぐ
ら
い
だ
か
ら
、
誰
か
が
そ
う
呼
ん
で
、
そ

れ
が
ず
っ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
で
す
ね
」（
菅
野
さ
ん
）

実
際
に
「
う
ち
の
子
が
１
年
生
に
な
っ
た

ષષષີີີၻၻၻ࿤࿤࿤಴಴಴生生生ڰڰڰհհհ஠஠஠ଔଔଔૺૺૺ݈݈݈ٛٛٛފފފ
೒հ஠໐࢐ ঐ൵֥֗ޗ೒࢐

ଫ࿤ ຮঊ さん ന中 ုঊ さん

問
合
せ

町
民
生
活
課
自
治
推
進
班

拶
盈
6
9
8
5

「おはようございます！」。子どもたちの元気な
あいさつが通学路に響く、朝の登校時の光景。

かんの・としこ 1950年、富良野市生まれ。

たなか・ようこ 1952年、上富良野町生まれ。

菅野さんは平成６年から20年間、田中さんは平成10年から16年

間、上富良野小学校区域担当の「緑のおばさん」として登・下校時

に通学路に立ち、子どもたちの交通安全指導に当たっています。



家族でどこかへ出かけたり、食事をした

りなど、家族との会話、家族と重ねるさま

ざまな体験は、子どもたちの健やかな成長

にはとても重要です。

公益財団法人北海道青少年育成協会では

家族と過ごす時間の大切さを考えるきっか

けづくりとして、毎月第３日曜日を「道民

家庭の日」としています。

また、道民家庭の日「家族ふれあい優待

制度」協賛店・施設では、毎月第３日曜日

に優待券を持参すると割引などの特典も！

ぜひ、ご家族で足を運んでみては…。

【町内の協賛店・施設】

・後藤純男美術館レストランふらのグリル

・後藤純男美術館

・北海道遺産 土の博物館 土の館

・トリック・アート美術館

・フラワーランドかみふらの

・日の出公園オートキャンプ場

問合せ （公財）北海道青少年育成協会

拶011‐231‐6451

蛾 広報かみふらの２０１４.4

嫉教育振興課では「早ね早おき朝ごはん運動」を推進しています嫉
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た
く
さ
ん
の
体
験
を

東
中
小
学
校
長

古
川
慎
一

今
年
、
５
年
ぶ
り
に
ス
キ
ー
を
は
い

て
、
子
ど
も
た
ち
の
ス
キ
ー
学
習
の
指
導

を
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
私
は
ス
キ
ー

と
い
う
と
、
大
学
時
代
に
ゼ
ミ
の
教
授
と

一
緒
に
ス
キ
ー
学
校
に
行
っ
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
す
。
ス
キ
ー
学
校
で
は
検
定
を

め
ざ
し
て
直
滑
降
、
斜
滑
降
な
ど
基
礎
的

な
滑
り
か
ら
練
習
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
指
導
員
の
説
明
を
聞
い
て

そ
の
通
り
に
滑
っ
て
い
る
つ
も
り
な
の
で

す
が
、「
あ
な
た
の
滑
り
方
は
ダ
メ
ダ

メ
」
と
毎
回
言
わ
れ
て
心
が
折
れ
そ
う
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

あ
る
時
、
い
つ
も
と
違
う
指
導
員
が
私

た
ち
の
グ
ル
ー
プ
に
つ
く
こ
と
に
な
り
、

滑
り
方
の
説
明
を
受
け
る
と
、
そ
の
指
導

員
の
説
明
が
す
ご
く
よ
く
わ
か
っ
た
の
で

す
。「
そ
う
い
う
ふ
う
に
エ
ッ
ジ
を
使
う

の
か
…
」。
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
い

つ
も
の
指
導
員
の
説
明
も
理
解
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
な
ん
と
か
３
月
に
は
検
定
を

通
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
た
ち
大
人
が
子
ど
も
を
育
て
る
と

き
、
子
ど
も
に
い
ろ
い
ろ
な
人
の
話
を
聞

か
せ
た
り
、
多
く
の
こ
と
を
体
験
を
さ
せ

る
こ
と
が
、
子
ど
も
の
成
長
の
助
け
と
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
中
で

子
ど
も
が
自
分
の
良
さ

を
発
見
し
、
生
き
る
力

を
身
に
付
け
て
く
れ
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
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イ
ー
ス
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

ブ
レ
ン
ダ
先
生
と
一
緒
に
外
国
の
文
化
に

触
れ
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
ゲ
ー
ム
を
し
て

楽
し
も
う
！

日
時

４
月
26
日（
土
）

８
時

26

30
分
受
付
、

９
時
開
始
、
11
時
11

30
分
終
了
予
定

場
所

公
民
館

参
加
料

１
人
200
円（
保
険
料
、
材
料
代
）

対
象
者

小
学
１
～
６
年
生

申
込
期
限

４
月
21
日（
月
）

※
絵
の
具
な
ど
を
使
い
ま
す
の
で
、
汚
れ
て

も
か
ま
わ
な
い
、
運
動
の
で
き
る
服
装
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

「「道民家庭の日」に道民家庭の日」にはは

家族で過ごそう家族で過ごそう!!

毎月第3日曜日

イースターエッグづくり

酸
自
主
企
画
芸
術
鑑
賞
事
業

演
劇
鑑
賞
・
音
楽
鑑
賞
な
ど
の
公
演
を
自

主
企
画
し
、
町
民
に
芸
術
鑑
賞
機
会
を
提
供

す
る
団
体
に
補
助
し
ま
す
。

対
象
要
件

町
内
に
居
住
し
、
自
主
的
に
公

演
な
ど
を
企
画
運
営
す
る
５
人
以
上
で
構

成
さ
れ
た
団
体

限
度
額

１
事
業
に
つ
き
対
象
経
費
の
50
％

開
催
事
業
を
募
集
し
ま
す

以
内（
１０
万
円
を
限
度
）と
し
ま
す

酸
マ
イ
プ
ラ
ン
・
マ
イ
ス
タ
デ
ィ
講
座

共
に
学
び
た
い
テ
ー
マ
を
、
公
民
館
講
座

と
し
て
住
民
自
ら
が
企
画
運
営
し
、
地
域
に

開
放
し
て
行
う
学
習
活
動
に
対
し
、
町
が
講

師
謝
金
を
負
担
し
ま
す
。

対
象
要
件

町
内
に

居
住
す
る
方
が
企

画
運
営
す
る
講
座

で
、
５
人
以
上
の

参
加
が
あ
る
こ
と

限
度
額

講
師
謝
金

に
対
し
て
１
事
業

に
つ
き
２
万
円
を

限
度
と
し
ま
す

※
い
ず
れ
の
事
業
も
４
月
14
日（
月
）～
５
月

８
日（
木
）の
間
に
申
込
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
予
算
額
を
超
え
る
申
請

が
あ
っ
た
場
合
は
調
整
を
行
い
ま
す
の

で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
オ
ー
プ
ン

上
富
良
野
町
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
は
４
月

29
日（
火
）に
本
オ
ー

プ
ン
と
な
り
ま
す
。

仮
オ
ー
プ
ン
は
残

雪
の
状
況
に
よ
り
変

更
に
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
が
、
４
月
20
日（
日
）を
予
定
し
て
い

ま
す
。
仮
オ
ー
プ
ン
期
間
中
は
、
１
日
券
の

み
の
ご
利
用
と
な
り
ま
す
。

シ
ー
ズ
ン
券
は
４
月
21
日
（
月
）
か
ら
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
指
定
管
理
者
で
あ
る
株

式
会
社
Ｃ
Ｓ
Ｔ
に
お
い
て
販
売
し
ま
す
。

料
金
は
富
良
野
圏
域
内
の
方（
一
般
）

１

万
円
、
障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

5

千
円
、
富
良
野
圏
域
外
の
方（
一
般
）

１
万

５
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ

（
株
）Ｃ
Ｓ
Ｔ

拶
盈
３
２
１
０



次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

日
時

８
月
７
日（
木
）

13
時
～

13

15
時

13

15

30
分

場
所

旭
川
市
、
札
幌
市
、
帯
広
市

受
験
料

１
万
１
千
300
円

申
込
期
限

５
月
９
日（
金
）

申
込
み
・
問
合
せ

富
良
野
保
健
所

企
画
総
務
課

拶
姥
３
１
６
１

広報かみふらの２０１４.4 賀

お౶̵ͣ
ŪůŧŰųŮŢŵŪŰů ̤̤̤̤̤̤̤̤̤̤̤̤̤̤̤̤̤̤̤̤̤

し し し し し し し し し し し し し し し し し し し し し
ͣͣͣͣͣͣͣͣͣͣͣͣͣͣͣͣͣͣͣͣͣ
̵̵̵̵̵̵̵̵̵̵̵̵̵̵̵̵̵̵̵̵̵

in
f
o
r
m
a
t
io
n

保保
健健

胃
が
ん
、大
腸
が
ん
検

胃
が
ん
、大
腸
が
ん
検
診診

問
合
せ

保
健
福
祉
課
健
康
推
進
班

拶
盈
６
９
８
７

場 所料 金対 象日 時種 類

保健福祉
総合セン
ターかみ
ん

69歳以下
1,500円

70歳以上
750円

30歳以上

5月29日（木）
6時～6時30分
7時～7時30分
8時～8時30分

胃がん検診

69歳以下
1,000円

70歳以上
500円

40歳以上
5月29日（木）

6時～8時30分
大腸がん検診

※70歳以上は、昭和20年4月1日以前生まれの方です。

胃
が
ん
検
診
は
受
診
人
数
に
限
り

が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
のの

一
斉
更

一
斉
更
新新

現
在
、
交
付
し
て
い
る
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
が
４

月
30
日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

新
し
い
被
保
険
者
証
へ
の
更
新
手
続

き
を
行
い
ま
す
。

町
内
に
住
所
を
有
し
な
い
学
生
や

遠
隔
証
の
交
付
を
受
け
る
方
は
、
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

期
間

４
月
14
日（
月
）～

14

30
日（
水
）

８
時
30
分
～

30

17
時

30

17

15
分

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

場
所

町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

（
役
場
１
階

②
番
窓
口
）

持
ち
物

世
帯
全
員
分
の
被
保
険
者

証（
カ
ー
ド
）、
印
鑑（
シ
ャ
チ
ハ

タ
不
可
）

※
町
内
に
住
所
を
有
し
な
い
学
生
で

被
保
険
者
証
の
交
付
を
希
望
さ
れ

る
方
は
新
規
、
継
続
と
も
に
「
在

学
証
明
書
」の
提
出
が
必
要
で
す
。

※
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
・

被
扶
養
者
と
な
っ
た
方
は
、
職
場

の
健
康
保
険
証
か
健
康
保
険
資
格

取
得
証
明
書
を
持
参
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

・
更
新
手
続
き
は
、
国
保
の
加
入
世

帯
ご
と
に
行
い
ま
す
の
で
、
世
帯

主
か
、
世
帯
内
の
異
動
の
内
容
な

ど
が
わ
か
る
方
が
手
続
き
に
来
て

く
だ
さ
い
。

・
被
保
険
者
証
を
紛
失
さ
れ
た
場
合

は
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

拶
盈
６
９
８
５

毒
物
劇
物
取
扱
者
試

毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験験

資
格
試

資
格
試
験験

防
災
行
政
無
線
を
利
用
し
た
定
時

放
送
「
防
災
か
み
ふ
ら
の
行
政
だ
よ

り
」
で
お
伝
え
し
た
内
容（
お
く
や

み
を
除
く
）を
、
町
の
行
政
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
無
い
家

庭
で
も
、
直
近
の
放
送
内
容
を
電
話

で
確
認
で
き
る
「
防
災
行
政
無
線
電

話
応
答
サ
ー
ビ
ス
」
も
提
供
中
。

放
送
を
聞
き
漏
ら
し
た
、
内
容
を

再
度
確
認
し
た
い
場
合
な
ど
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

http
:/
/
w
w
w
.to
w
n.kam

ifurano
.

ho
kkaid

o
.jp
/

上
富
良
野
町
行
政
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

防
災
行
政
無
線
電
話
応
答
サ
ー
ビ
ス

斬
市
外
局
番
「
０
１
６
７
」
の
一
般

電
話
か
ら
は
拶
０
１
２
０
‐
４
５
‐

4
5
６
０（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

斬
携
帯
電
話
な
ど
右
記
以
外
か
ら
は

拶
０
１
６
７
‐
４
５
‐
４
５
６
７

（
一
般
回
線
）

問
合
せ

町
民
生
活
課
自
治
推
進
班

拶
盈
6
9
8
5

防防
災
か
み
ふ
ら
の
行
政
だ
よ

防
災
か
み
ふ
ら
の
行
政
だ
よ
りり

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
電
話
サ
ー
ビ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
電
話
サ
ー
ビ
スス

る
方
に
は
、
6
月
の
現
況
届
の
案
内

に
申
請
書
類
を
同
封
し
ま
す
。

公
務
員
の
方
に
は
、
各
職
場
か
ら

案
内
が
あ
り
ま
す
。

対
象
児
童

中
学
生
以
下

支
給
額

１
人
に
つ
き
１
万
円

支
給
対
象
者

平
成
26
年
１
月
分
の

児
童
手
当
受
給
者
で
、
平
成
25
年

度
の
所
得
が
限
度
額
未
満
の
方

※
右
に
該
当
す
る
方
で
、
平
成
26
年

度
の
住
民
税
が
非
課
税
の
場
合

は
、
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給
対

象
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ

保
健
福
祉
課
福
祉
対
策
班

子
育
て
支
援
班

拶
盈
６
９
８
７

臨臨時福祉給付金、子育て世臨時福祉給付金、子育て世帯帯
臨時特例給付金を支給しま臨時特例給付金を支給しますす

消費税率の引き上げに伴い、子育て世代や住民税非課税世

帯の負担軽減を図るため「臨時福祉給付金」と「子育て世帯

臨時特例給付金」を支給します。支給は６月以降ですが、申

請は受け付けています。平成26年１月１日に住民票があっ

た市町村に申請してください。

司
臨
時
福
祉
給
付
金

平
成
26
年
度
市
町
村
民
税
の
賦
課

が
確
定
す
る
6
月
に
、
支
給
対
象
者

へ
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

支
給
対
象
者

平
成
26
年
度
分
市
町

村
民
税
非
課
税
者（
市
町
村
民
税

課
税
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
方
、

生
活
保
護
受
給
者
を
除
く
）

支
給
額

・
基
本
分

１
人
に
つ
き
１
万
円

・
加
算
分

対
象
者
で
老
齢
基
礎
年

金
、
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基

礎
年
金
、
児
童
扶
養
手
当
、
特

別
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
者
な

ど
は
１
人
に
つ
き
５
千
円

司
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

町
か
ら
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
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ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょここここここここここここここここここここここここここここここっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっちょこっととととととととととととととととととととととととととととととと自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢自慢わた
し

わた
しののねぇねねぇねぇぇ

見て見て見て見て！！

あなたの「ちょこっと自慢」をお寄せください！ 町民生活課自治推進班拶盈６９８５

今
月
は
役
場
庁
舎
を
出
て
、
社
会
教
育
総

合
セ
ン
タ
ー
に
事
務
所
が
あ
る
教
育
振
興
課

学
校
教
育
班
の
お
仕
事
の
ご
紹
介
で
す
。

教
育
振
興
課
は
一
般
行
政
の
執
行
機
関
で

あ
る
町
長
部
局
と
は
別
に
、
町
内
の
教
育
行

政
を
専
門
的
に
つ
か
さ
ど
る
独
立
執
行
機
関

「
教
育
委
員
会
」
の
事
務
局
。

２
つ
あ
る
班
の
う
ち
、
学
校
教
育
班
は
そ

の
名
の
と
お
り
学
校
教
育
に
関
す
る
業
務
を

担
当
し
て
お
り
、
学
校
の
設
置
・
管
理
・
廃

止
、
校
舎
や
教
員
住
宅
の
整
備
・
管
理
、
教

職
員
の
人
事
や
研
修
、
学
校
の
組
織
編
制
、

教
科
書
や
そ
の
ほ
か
の
教
材
の
選
定
、
児

童
・
生
徒
の
就
学
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
教

育
委
員
会
が
行
う
学
校
教
育
に
関
す
る
事
務

の
実
働
組
織
と
い
え
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
が
学
校
を
介
し
て
の
や
り
取
り

の
た
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
は
直
接
的
な
接

点
を
持
つ
部
署
で
は
な
い
の
で
、
職
員
に
よ

る
と
「
事
務
所
っ
て
ど
こ
に
あ
る
の
？
」
と

聞
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
が
、
社
教

セ
ン
タ
ー
の
事
務
所
の
奥
の
ブ
ー
ス
で
人
知

れ
ず（
？
）、
子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
と
元

気
に
、
楽
し
く
学
べ
る
環
境
づ
く
り
の
た
め

日
夜
「
縁
の
下
の
力
持
ち
」
と
し
て
、
多
岐

に
わ
た
る
事
務
を
こ
な
し
て
い
ま
す
。

役役
場
の
お
仕

役
場
の
お
仕
事事

子どもたちの未来のた
めに机に向かう職員

３
月
31
日
を
も
っ
て
閉
校
と
な
っ
た
東
中

中
学
校
。
来
年
3
月
に
は
江
幌
小
学
校
が
104

年
も
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
す
。
時
が
流

れ
、
時
代
が
移
り
変
わ
り
学
校
の
教
育
現

場
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
目
ま

ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
教
育
と
は
文
字
ど
お
り
人
を

「
教（
お
し
）え
、
育（
は
ぐ
く
）む
」
こ
と
。

そ
の
根
幹
は
、
い
つ
の
時
代
に
あ
っ
て
も
変

わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
じ
め
、
不
登
校
、
体
罰
、
学
力
と
体
力

の
低
下
、
児
童
虐
待
、
非
行
。
さ
ま
ざ
ま
な

要
素
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
た
こ
れ
ら
の
問
題

は
教
育
委
員
会
、
学
校
、
そ
し
て
子
ど
も
た

ち
が
暮
ら
す
地
域
と
家
庭
、
そ
れ
ぞ
れ
が
バ

ラ
バ
ラ
で
あ
っ
て
は
、
解
決
へ
の
糸
口
は
見

い
だ
せ
ま
せ
ん
。

教
育
行
政
の
専
門
機
関
の
事
務
局
と
し

て
、
そ
れ
ら
の
間
に
立
っ
て
意
見
を
ま
と

め
、
連
絡
調
整
を
し
、
子
ど
も
た
ち
が
「
教

え
ら
れ
、
育
ま
れ
る
」
環
境
を
整
え
る
下
準

備
を
す
る
…
。
学
校
教
育
班
の
お
仕
事
は
組

織
と
組
織
、
人
と
人
、
そ
し
て
過
去
と
現
在

を
未
来
へ
と
つ
な
ぐ
「
橋
渡
し
役
」
と
な
っ

て
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
陰
な

が
ら
「
お
手
伝
い
」
す
る
こ
と
な
の
で
す
。

「
教
育
振
興
課
学
校
教
育
班
」
の

「
教
育
振
興
課
学
校
教
育
班
」
の
巻巻
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げ
ん
だ
け
ど

さ（
笑
）」
と

冗
談
を
言
い

な
が
ら
も
、

新
た
な
作
品

づ
く
り
を
楽

し
ん
で
い
る

そ
う
で
す
。

バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ
と
は
、
一
つ
の

木
片
か
ら
作
る
野
鳥
の
彫
刻
の
こ
と
。

久
保
さ
ん
は
、
木
片
を
小
刀
や
焼
き
ご

て
で
一
本
一
本
削
り
、
細
か
い
羽
毛
も

し
っ
か
り
表
現
。
玄
関
に
は
丁
寧
に
着

色
さ
れ
た
、
本
物
そ
っ
く
り
の
鳥
た
ち

が
80
羽
以
上
も
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
彫
刻
を
始
め
た
の
は
6
年
前
。

バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ
の
テ
レ
ビ
講
座
を

見
て
「
い
い
な
」
と
思
い
、
昔
か
ら
木

工
が
好
き
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
早
速
テ

キ
ス
ト
を
買
っ
て
挑
戦
。
今
で
は
町
の

総
合
文
化
祭
へ
の
出
品
を
見
て
「
教
え

て
ほ
し
い
」
と
い
う
人
も
い
る
と
か
。

「
色
塗
り
で
嫌
に
な
る
こ
と
も
あ
る

け
ど
、
や
っ
ぱ
り
生
き
て
る
よ
う
な
鳥

を
作
り
た
い
ね
。
上
達
は
し
て
も
、
羽

の
浮
い
た
感
じ
は
今
で
も
難
し
い
。
我

流
だ
か
ら
、
細
か
い
と
こ
ろ
は
い
い
か 羽羽が細かいコノハズ羽が細かいコノハズクク鳥のさえずりが聞こえそう鳥のさえずりが聞こえそう？？

富町2丁目 久保孝祐さん富町2丁目 久保孝祐さんのの

バードカービンバードカービンググ

就学前までのお子さんを募集しています。
町民生活課自治推進班拶盈６９８５

璽学さん・亜砂子さんの子璽

伊山
い や ま

十夢
と む

く
ん利偉
り い

く
ん菜里
な り

ち
ゃ
ん

（6歳6か月）（3歳4か月）（9か月）

妹思いの優しい星來

と、お姉ちゃんが大好き

な 凛。

いつまでも仲良く元気

で健康に育ってね竃

（真砂美さん）

璽光輝さん・真砂美さんの子璽

山中
やまなか

凛ち
ゃ
ん 星來
せ い ら

ち
ゃ
ん

（1歳） （2歳9か月）

３人は、お父さんとお風呂

に入るのが大好き嗣

これからも３人仲良く、明

るく元気に成長してほしいで

す。 （亜砂子さん）

かれん
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～
フ
ァ
イ
ヤ
ー
マ
ン
か

～
フ
ァ
イ
ヤ
ー
マ
ン
か
らら
炎炎
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～

問合せ 上富良野消防署 拶盈２１１９

大
型
水
槽
車
を
更
新
し
ま
し
た

大
型
水
槽
車
を
更
新
し
ま
し
た
！！

小
型
動
力
消
防
ポ
ン
プ
付
き
水
槽
車（
大

型
水
槽
車
）が
、
２
月
28
日
付
け
で
上
富
良

野
消
防
署
に
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
２
年
か
ら
25
年
間
使
用
し
た
小
型
動

力
消
防
ポ
ン
プ
付
き
水
槽
車
を
更
新
し
た
も

の
で
、
平
成
２５
年
度
特
定
防
衛
施
設
周
辺
整

備
調
整
交
付
金
に
よ
り
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

旧
車
両
と
比
較
し
て
走
行
性
能
は
も
と
よ

り
、
消
火
能
力
に
お
い
て
も
新
装
備
の
泡
消

火
薬
剤
混
合
装
置
に
よ
り
、
積
載
水
と
消
火

60
代
ま
で
の
幅
広
い
年
齢
層
で
笑
い

の
絶
え
な
い
明
る
い
職
場
で
す
。
１

日
の
作
業
時
間
は
2
～
4
時
間
で
、

一
人
ひ
と
り
の
状
態
に
合
わ
せ
て
時

間
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

仕
事
は
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
の
ビ

デ
オ
や
D
V
D
の
出
品
が
中
心
で
、

自
分
で
出
品
し
た
商
品
が
売
れ
た
と

き
に
は
う
れ
し
く
思
い
、
注
文
が

と
一
緒
に
学
ん
で
お
り
、
開
所
当
時
は
利
用

者
数
も
少
な
く
寂
し
か
っ
た
で
す
が
、
今
で

は
利
用
者
13
人
、
ス
タ
ッ
フ
５
人
で
、

13

20
～

問合せ 保健福祉課福祉対策班 拶盈6987

私
た
ち
が
働
き
な
が
ら
訓
練

し
、
一
般
就
労
を
め
ざ
す
Ａ
型
事

業
所
ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

イ
ス
株
式
会
社
を
紹
介
し
ま
す
。

会
社
は
駅
か
ら
十
勝
岳
温
泉
へ

と
延
び
る
道
道
を
10
分
ほ
ど
歩
い

た
場
所
に
あ
り
ま
す
。
町
内
唯
一

の
レ
ン
タ
ル
D
V
D
店
「
G
‐
g

e
t
上
富
良
野
店
」
内
の
事
務
所

が
、
そ
の
ま
ま
作
業
ス
ペ
ー
ス
と

な
っ
て
い
ま
す

身
体
障
が
い
や
、
精
神
・
知
的

な
ど
の
障
が
い
の
あ
る
人
が
仲
間

～私たち、こんな作業をしています～

町内３つの障がい福祉サービス事業所
（なないろニカラ、北の峯学園上富良野事
業所、ヒューマンインターフェイス）での
出来事を月替わりでお伝えします！

入
っ
た
と
き
の
発
送
や
梱
包
な
ど
、
別
の
仕

事
を
習
得
す
る
た
び
に
成
長
を
感
じ
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
日
の
体
調
に
合
わ
せ
て
シ
ー

ル
は
が
し
や
デ
ィ
ス
ク
の
研
磨
な
ど
の
軽
作

業
を
し
た
り
、
得
意
な
方
は
縫
い
物
や
写
真

立
て
づ
く
り
な
ど
、
も
の
づ
く
り
の
仕
事
も

で
き
ま
す
。

障
が
い
を
お
持
ち
の
方
で
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
に
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ

ひ
一
度
、
見
学
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
？

ま
だ
ま
だ
紹
介
し
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
る
の
で
す
が
、
今
回
は
こ
こ
ま
で
。
次
回

は
、
と
あ
る
メ
ン
バ
ー
さ
ん
の
一
日
を
報
告

す
る
予
定
で
す
。
お
楽
し
み
に
！

※
掲
載
文
は
通
所
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
さ
ん

４
人
に
考
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

笑いの絶えない職場です♪

ヒューマンインターフェイスだよりヒューマンインターフェイスだより

一時一時雨雨
本日は本日は……

晴れ晴れ時々時々くもくもりり

薬
剤
の
混
合
液
を
用
い
る
こ

と
で
、
従
来
よ
り
も
少
な
い

水
量
で
高
い
消
火
効
果
を
発

揮
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
。

７
千
500
狩
の
水
を
積
載
す

る
タ
ン
ク
は
、
周
囲
を
収
納

ボ
ッ
ク
ス
で
覆
う
こ
と
に
よ

り
凍
結
防
止
効
果
が
高
め
ら

れ
て
お
り
、
厳
寒
期
に
お
け

る
出
動
も
バ
ッ
チ
リ
！

収

規
模
災
害
時
や
断
水
時
に
は

給
水
支
援
車
と
し
て
も
活
躍

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

新
し
い
車
両
は
配
備
さ
れ

ま
し
た
が
、
出
動
す
る
の
は

災
害
な
ど
か
ら
皆
さ
ん
の
生

命
と
財
産
を
守
る
た
め
。
願

わ
く
は
、
皆
さ
ん
が
何
事
も

な
く
平
和
に
暮
ら
し
、
１
件

で
も
出
動
す
る
機
会
が
少
な

か
ら
ん
こ
と
を
…
。

納
部
に
は
大
型
排
煙
機
を
は
じ
め
、
山
岳
救

助
の
際
に
も
活
躍
す
る
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー

資
機
材
、
林
野
火
災
な
ど
に
使
用
す
る
背
負

い
式
消
火
水
の
う
も
納
め
ら
れ
、
幅
広
い
消

防
活
動
用
資
機
材
を
積
載
。
多
様
化
す
る
各

種
災
害
の
現
場
で
、
遭
遇
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
随
所
に
工

夫
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
タ
ン
ク
本
体
に
専
用
の
蛇
口
付
き

給
水
配
管
を
取
り
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
大

配備された多機能な大型水槽車

七富良野広域情報 七

富良野市「富良野市内限定販

売赤ワイン」

富良野市内で「ふらのワイ

ン（赤）７２０ml」を特別価格、期

間・数量限定で販売していま

す。ぜひ、この機会に地元産ワ

インをお楽しみください。

市内の酒販店で取り扱って

います。

価格 ９５３円（税抜）

期間 ３月１５日～５月６日

本数 限定２4,000本

問合せ ふらのワイン工場

拶鰻3242

中富良野町「フラワーパー

ク・森林公園５月１日オープ

ン（予定）」

春の陽気に包まれ、いよいよ

花の季節が始まります。

四季折々に色彩の変ぼうを

見せる公園。自然を身近に感

じられる場として親しまれて

います。

ご家族みなさんでお楽しみ

ください。

問合せ 中富良野町役場産業

建設課 拶瑛2123

南富良野町「南富良野ザ・ヘ

ルシーカツ丼」

町内で衛生駆除されたエゾ

シカ肉の「エゾカツ（エゾ風カ

ツレツ）」を、各店オリジナル

のソースにくぐらせたソース

カツ丼です。

町内の飲食店３店舗で提供

していますので、南富良野町

にお越しの際はぜひ、ご賞味

ください。

問合せ 南富良野エゾシカ料

理推進協議会（町商工会）

拶液２６０５

占冠村「道の駅『自然体感し

むかっぷ』」

雪が解け春を迎えた５月に

は、道の駅の前で山菜市が催

されます。採れたての山菜や

占冠ならではのヤマメの塩焼

き、エゾシカのローストビー

フが並び、占冠村の味を堪能

できます。

ドライブの際にはぜひ、道

の駅にお立ち寄りください。

問合せ ＮＰＯ法人占冠・村

づくり観光協会 拶曳8010



NPO法人東亜天文学会会員の犬上達

也さんを講師に、月や木星、火星、土星

をはじめ星雲、星団を天文台の望遠鏡

を使って観察するほか、屋上で解説を

聞きながら春の星座を眺めます。

悪天候の場合は、１６時以降に中止の

連絡をします。参加料は無料です。

日時 5月7日（水） 20～21時

場所 上富良野西小学校チャレンジ天文台

定員 25人（中学生以下は保護者同伴）

申込期限 5月１日（木）

申込み・問合せ

教育振興課社会教育班 拶盈5511

発行日 平成26年4月10日

発 行 上富良野町

編 集 町民生活課自治推進班

印 刷 （株）総北海

ご意見・ご感想をお寄せください。

参071‐0596

北海道空知郡上富良野町

大町２丁目２番11号

拶0167盈6985 鯖0167盈5362

http://www.town.kamifurano.hokkaido.jp/

jichi@town.kamifurano.lg.jp
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町立病院へ
◎瀬角さとみさん、高橋みゆきさん

２万円

ラベンダーハイツへ
◎瀬角さとみさん、高橋みゆきさん

２万円

◎上富良野町赤十字奉仕団

ティッシュペーパー50箱

清拭用布420枚

◎菅原妃富美さん ３万円

◎辻正一さん ３万円

◎村上裕二さん ３万円

社会福祉協議会へ
◎久保健造さん ５万円

◎十鳥蓉子さん ３万円

◎サッポロビールホップ会 ２万円

◎廣川ミヤコさん ５万円

◎一色武松さん ５万円

◎老人クラブ連合会 雑巾85枚

たくさんの善意
ありがとうございましたࡉ上̬れ͊…ࡉࡉ上上̬̬れれ͊͊……

上の図は4月２３日の午後8時の上富良野町の星空です。春の星座では乙女

座、獅子座が代表ですが、東の低空に昇ってくる「かんむり座」を見つけ

てみましょう。中心の一番明るい星のアルフェッカでも２等星ですが、7

つほどの星々が半円状に並んでいて、見つけやすい星座です。4月２０日の

午後8時ごろだと東の空、地平線から約３０度の高さにかんむりを左に傾け

た形で見えています。神話では、お酒の神様ディオニュソスが妻アリアド

ネに贈った７つの宝石をちりばめた美しい冠とされています。

かんむり座の上に見えているのが「うしかい座」。この星座にある明る

いオレンジ色の星「アルクトゥールス」は全天で４番目の明るさを誇って

います。そして、おとめ座には、４月１４日に地球に最接近する火星がとて

も明るく輝いています。地球に近い惑星なので明るさの変化が大きく、星

座を背景に大きく移動して見えます。１週間ごとにほかの星との位置関係

を比べてみると、その動きの大きさがよくわかります。

東南東の低空には「てんびん座」とともに、黄色く輝く土星が昇ってき

ます。美しい「環（わ）」を持つ土星ですが、倍率が7倍程度の双眼鏡でも気

流の条件さえ良ければ「斜め縦長」に見ることができます。「環」が斜めに

なった格好です。双眼鏡をお持ちの方はぜひ、挑戦してみてください。

4月１５日は満月で、月食が見られます。ただし、今回は月が欠けたまま東

南東の地平線から昇ってくる月出帯食（げっしゅつたいしょく）で、月の出

後２０分ほどで終了します。ちなみに、この日の上富良野での月の出は午後

6時１３分、月食終了は6時３３分です。

そのほかの気になる4月の天文現象として、２３日未明に「こと座流星群」

が、流星が最も多く現れる「極大」となります。月明かりがあり、数もそ

れほど多くはありませんが、流星の中でも特に明るい「火球（かきゅう）」

と呼ばれるものが多く注目です。ぜひ、星空を見上げてみてくださいね！

問合せ
教育振興課社会教育班 拶盈5511

☆４月の上富良野の星空は…

࿡空を࿡࿡空空ををࡉ上̬れ͊…ࡉࡉ上上̬̬れれ͊͊……
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住民登録

(－１４３)11,333人人口
(－68)５,688人男
(－75)５,645人女
(－30)5,179世帯世帯

外国人住民 ※住民登録の内数

(＋ 1)３2人人口
(＋ 1)12人男
(± 0)20人女
(± 0)２0世帯世帯


